
ン
パ
ス
博
物
館
で
第
１
回
「
東

京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を

発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

事
業
」
実
行
委
員
会
会
議
が
開

催
さ
れ
、
赤
井
益
久
学
長
を
は

じ
め
各
代
表
者
が
出
席
し
、
顔

合
わ
せ
と
各
事
業
の
概
要
説
明

が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
は
、
①
外
国
人
を
含
む

来
館
者
の
誘
致
促
進
②
日
本
文

化
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
事

業
を
企
画
・
運
営
③
地
域
的
・

国
際
的
人
材
の
育
成
を
具
体
的

な
目
標
に
掲
げ
て
、
継
続
的
に

事
業
が
展
開
さ
れ
る
。

　

同
事
業
に
関
す
る
情
報
は
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時

公
開
さ
れ
る
予
定
。
ま
た
、
国

学
院
大
学
博
物
館
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を

配
信
す
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
決
ま
っ

て
い
る
主
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
は

一
覧
の
と
お
り
。
問
い
合
わ
せ

は
、
研
究
開
発
推
進
機
構
事
務

課
（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０

９
２
７
）
ま
で
。
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６
月
13
日
か
ら
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
ブ
ラ
ジ
ル

大
会
が
開
催
さ
れ

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

よ
り
も
観
戦
者
が
多

い
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
世
界
中
が

開
催
国
ブ
ラ
ジ
ル
に

目
を
向
け
る
こ
と
だ

ろ
う
▼
日
本
か
ら
は

ほ
ぼ
地
球
の
裏
側
に

位
置
す
る
た
め
、
現
地
観
戦

が
困
難
な
こ
と
は
も
と
よ

り
、
時
差
の
た
め
テ
レ
ビ
観

戦
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
の
寝
不
足
が
心

配
さ
れ
る
▼
全
て
の
動
物
に

は
体
内
時
計
が
存
在
し
、
真

っ
暗
な
場
所
で
も
身
体
の
時

間
は
ほ
ぼ
保
っ
て
い
ら
れ

る
。
ま
た
時
間
の
リ
ズ
ム
を

保
つ
こ
と
で
心
身
の
安
定
も

促
さ
れ
る
。
現
生
人
類
が
ア

フ
リ
カ
で
誕
生
し
て
約
25
万

年
と
言
わ
れ
る
が
、
百
年
ほ

ど
前
ま
で
は
人
類
は
皆
太
陽

の
下
で
生
活
を
し
て
い
た
。

夜
と
い
え
ば
火
の
明
か
り
の

み
で
、
夜
更
か
し
も
ロ
ウ
ソ

ク
や
囲
炉
裏
で
は
活
動
が
限

ら
れ
た
▼
光
源
や
電
力
の
技

術
が
発
達
し
、
今
で
は
夜
で

も
昼
間
の
よ
う
な
明
る
さ
が

得
ら
れ
る
。
夜
行
性
で
も
な

い
人
類
は
、
時
間
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
行
動
が
可
能
と

な
っ
た
▼
し
か
し
25
万
年
か

け
て
遺
伝
子
の
中
に
組
み
込

ま
れ
た
リ
ズ
ム
は
、
た
か
だ

か
百
年
で
変
え
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
少
し
ず
つ
身
体
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
と
な

る
。
夜
型
と
い
わ
れ
る
行
動

は
、
単
な
る
長
期
の
時
差
ぼ

け
を
生
む
。
数
々
の
現
代
病

の
原
因
が
こ
こ
に
起
因
し
て

い
な
い
と
も
限
ら
な
い
▼
サ

ッ
カ
ー
は
技
巧
が
目
を
引
く

ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る
。
健
全

な
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
こ
そ
、

健
全
な
心
身
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
。
世
界
中
が
一
体

感
に
な
れ
る
数
少
な
い
機
会

に
、
人
類
の
得
た
可
能
性
と

限
界
を
も
意
識
し
て
観
戦
し

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

６月平成26年

祭
　
儀

▽ 

大
祓
（
夏
越
の
祓
）

　

６
月
30
日（
月
）午
後
４
時　

神
殿
前
庭

▽
月
次
祭

　

７
月
１
日（
火
）午
前
10
時　

神
殿

靑
々
と
曇
り
深
ま
る
山
原
に

　

焚
く
火
の
色
の
、

　
　

親
し
く
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　

 

　
（「
水
の
上
」）

�

釈
　
迢
空

「
山
の
蟲
」

最
初
に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
で
あ
る

の
「
ジ
ュ
ピ

タ
ー
」
の
演

奏
を
行
っ
た

後
、
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
へ
。
同
氏
は
、「
現
在

は
小
学
校
の
音
楽
の
教
科
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
雅
楽
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
楽
器
が
使
わ

れ
、
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
の

か
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
」
と
説
き
、
実
際
の
演
奏
で

使
わ
れ
て
い
る
笙

し
ょ
う
・
篳ひ

ち

篥り
き

・
龍

り
ゅ
う

笛て
き

な
ど
の
楽
器
を
紹
介
し
な
が

ら
、
雅
楽
の
演
奏
が
日
本
文
化

と
い
か
に
密
接
な
関
わ
り
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

叫
ば
れ
る
現
代
の
日
本
社
会
に

お
い
て
、「
一
番
大
切
な
こ
と

は
日
本
語
や
日
本
文
化
を
大
切

に
す
る
こ
と
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
本
学
担

当
者
が
入
試
相
談
ブ
ー
ス
と

「
目
で
聴
く
舞
楽
『
装
束
と
絵

巻
』」
の
特
別
展
示
を
行
い
、

講
演
会
終
了
後
、
聴
講
者
を
中

心
に
約
１
５
０
人
が
足
を
止

め
、
本
学
所
蔵
の
舞
楽
絵
巻
と

陵
王
の
装
束
を
見
学
し
た
。

　

院
友
会
で
は
、
平
成
23
年
以

降
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
地
域
の
支
部
を
対
象
に
、
伝

統
文
化
の
継
承
と
地
元
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
復
興
事
業
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
院
友

会
と
宮
城
県
支
部
の
共
催
と
い

う
形
で
事
業
が
実
現
し
た
。

東京・渋谷から文化発信
ミュージアム連携事業がスタート

　

第
84
回
神
殿
鎮
座
記
念
祭

（
斎
主
・
茂
木
貞
純
神
道
文
化

学
部
教
授
）
が
、
５
月
１
日
午

前
11
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

神
殿
で
斎
行
さ
れ
、
坂
口
𠮷
一

理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
は
じ

め
本
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教

職
員
・
学
生
な
ど
が
参
列
し

た
。

　

前
日
の
大
雨
か
ら
一
転
、
夏

を
感
じ
る
陽
気
の
中
、
本
学
教

職
員
、
学
生
が
奉
仕
し
て
祭
典

は
行
わ
れ
、
神
道
文
化
学
部
学

生
に
よ
っ
て
「
浦
安
の
舞
」
が

奉
納
さ
れ
た
。

神
殿
鎮
座
記
念
祭
を
斎
行

　４月22日正午、本学の協定校である世新大
学（台湾）から賴鼎銘学長と教職員が本学を
表敬訪問した。
　一行は渋谷キャンパスに到着の後、赤井益
久学長と懇談。その後、国際交流課職員の案
内で、３号館１階の学食・和［NAGOMI］、
学術メディアセンター、博物館などを見学し
帰国の途についた。
　同大学は台湾台北市にあり、ジャーナリス
ト関係研究を主に、19学科４研究所を有する
大学で、本学とは、平成12年１月に協定を締
結。以来、毎年同大学から交換留学生を受け
入れている。

台湾・世新大学学長が
表敬訪問
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
翔
」の
前
で

記
念
撮
影
す
る
賴
学
長（
左
）

と
視
察
団

　国学院大学は、平成26年３月をもって退職
した、法学部元教授の横山實氏、人間開発学
部元教授の海老沢礼司氏、矢吹省司氏の３氏
に対して、平成26年４月１日付で名誉教授の
称号を授与した。
　授与式は、渋谷キャンパス若木タワーの学
長室で、６月２日午前11時から行われた。

名誉教授に３氏

横山實氏 海老沢礼司氏 矢吹省司氏

「東京・渋谷から
日本の文化を発信する
ミュージアム連携事業」
概念図

©Koike Norio 2014

東洋文庫
アジアの歴史・文化の普及と
地域的・国際的人材育成（国
学院大学の宗教文化教育を普
及する人材育成・プログラム
構築と発信に基づく連携）

渋 谷 区
伝統的な知恵や技術の体験
の場を提供（例：勾玉づくり
や紙すきを体験）

地域の文化を生かした日本文
化の学びを体験・実感する場
の提供

山種美術館
同館の展示テーマに連動した
共同フォーラムを開催

芸術との融合（浮世絵すり体
験やテーマ連動コンサート等）

日本文化の
発信地域連携

人材育成 他分野との
連携・融合

国学院大学
博物館 　

「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の

文
化
を
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
連
携
事
業
」
と
銘
打
た
れ
た

同
事
業
は
、
本
学
、
渋
谷
区
、

公
益
財
団
法
人
山
種
美
術
館
、

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
が
構

成
団
体
と
な
り
始
動
。
今
年
度

は
、
文
化
庁
「
地
域
と
共
働
し

た
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
創
造

活
動
支
援
事
業
」
に
も
採
択
さ

れ
た
。

　

４
月
30
日
に
は
、
渋
谷
キ
ャ

　

国
学
院
大
学
は
、
今
年
度
か
ら
本
学
博
物
館
が
中
核
館
と
し
て
、

都
内
の
文
化
機
関
や
公
共
団
体
な
ど
と
の
連
携
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
地
域
の
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
が
連
携
し
、
相
互
の
知
的
・

物
的
資
源
の
活
用
と
交
流
を
は
か
る
こ
と
で
文
化
の
発
展
や
地
域
社

会
の
振
興
・
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
復
興
へ
の
強
い
思
い
を
胸
に
　

院
友
会・宮
城
県
支
部

�

復
興
祈
念
事
業
を
開
催

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
特
別
展

龍笛を使って演奏
する東儀氏

イベント 開催日
日本文化と宗教文化への理解を深めた人材を育成するミュージアム連携事業

紙すき体験（連携：渋谷区） 7月26日(土）、27日（日）
探検！ミュージアム（連携：渋谷区） 7月30日(水)
貝塚で知ろう貝の生態（連携：渋谷区） 8月4日(月)
勾玉づくり（連携：渋谷区） 8月9日(土）、10日（日）

「ミュージアムと宗教文化」研究会（連携：東洋文庫） 大学HP等で告知予定
日本文化を体験・実感するミュージアム連携事業（連携：山種美術館）

特別列品「浮世絵に描かれている水ー広重と国芳の名品を中心にー」 7月20日（日）～8月5日(火)
山種美術館・展覧会「水の音－広重から千住博まで－」関連フォーラム 8月3日（日）

「浮世絵すり体験」 8月5日（火）
企画展「富士山-その景観と信仰・芸術-」 9月1日（月）～10月11日(土)
トークイベント”「不二之山」-山伏の世界に身を投じた写真家、井賀孝が捉えた富士山” 9月6日（土）
フォーラム「富士山信仰と歴史・文学」 9月15日(月・祝）
ワークショップ「富士講の世界－渋谷の富士塚を歩く－」 9月20日（土）
※実施場所、時間、申し込み方法等、詳細は大学HP、チラシ等をご参照ください

　

国
学
院
大
学
院
友
会
と
同
宮

城
県
支
部
は
、
東
日
本
大
震
災

復
興
祈
念
事
業
と
し
て
、
５
月

31
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
「
悠
久

の
雅
〜
雅
楽
の
世
界
へ
の
い
ざ

な
い
」
を
開
催
し
、
本
学
客
員

教
授
で
雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
氏

が
講
演
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
院
友
会
宮
城
県

支
部
長
の
鍵
三
夫
氏
（
昭
48
卒

・
81
期
神
）
が
あ
い
さ
つ
。
講

演
に
移
っ
た
。

　

東
儀
氏
が
登
場
す
る
と
、
会

場
に
つ
め
か
け
た
約
５
０
０

人
の
聴
講
者
か
ら
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
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平
成
25
年
度

決 
算

大
学
（
表
２
）

《
収
入
の
部
》

◆
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

　
＝
１
０
４
億
７
５
０
０
万
円

　

予
算
に
対
し
て
、
授
業
料
収

入
、
施
設
設
備
資
金
収
入
な
ど

で
増
収
と
な
り
、
学
生
等
納
付

金
と
し
て
は
７
５
０
０
万
円
ほ

ど
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

◆
手
数
料
収
入

　
＝
５
億
５
７
０
０
万
円

　

予
算
に
対
し
て
、
３
８
０
０

万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
入
学
検
定
料
が
、

予
算
額
を
３
５
０
０
万
円
ほ
ど

増
収
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

◆
寄
付
金
収
入

　
＝
３
億
５
０
０
０
万
円

　

特
別
寄
付
金
収
入
が
予
算
に

対
し
て
９
９
０
０
万
円
ほ
ど
上

回
っ
た
結
果
に
よ
り
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

◆
補
助
金
収
入

　
＝
７
億
１
７
０
０
万
円

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該

会
計
年
度
中
の
す
べ
て
の
収
入

お
よ
び
支
出
の
内
容
と
資
金
の

顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　

収
入
に
は
借
入
金
収
入
等
の

負
債
と
な
る
収
入
な
ど
も
含
ま

れ
、
ま
た
支
出
に
は
経
費
の
ほ

か
資
産
を
形
成
す
る
資
本
的
支

出
お
よ
び
借
入
金
返
済
支
出
等

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
当
該

期
間
中
の
資
金
取
引
が
全
て
網

羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
中
、
表
の
金
額
は
、
説
明

の
た
め
百
万
円
未
満
を
四
捨
五

入
等
調
整
し
、
百
万
円
単
位
で

表
し
て
い
ま
す
。

法
人
全
体
（
表
１
）

《
収
入
の
部
》

　

当
年
度
収
入
合
計
の
決
算
額

は
２
０
５
億
８
６
０
０
万
円

で
、
こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
の
１
７
９
億
５
７
０
０
万

円
を
加
え
ま
す
と
、
収
入
の
部

合
計
は
３
８
５
億
４
３
０
０
万

円
で
し
た
。

《
支
出
の
部
》

　

当
年
度
支
出
合
計
の
決
算
額

は
、
１
９
０
億
７
５
０
０
万
円

で
、
こ
れ
を
収
入
の
部
か
ら
差

し
引
き
ま
す
と
次
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
１
９
４
億
６
８
０
０

万
円
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学
決
算
は
、
監
事
お
よ
び

監
査
法
人
の
監
査
を
経
て
、
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

理
事
会
で
承
認
、
同
日
開
催
の
第
１
回
評
議
員
会
に
報
告
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
ご
説
明
し
ま
す
。

資
金
収
支
計
算
書

り
ま
す
。
主
に
は
、
奨
学
費
支

出
の
３
億
６
０
０
万
円
、
図
書

資
料
費
支
出
の
１
億
３
３
０
０

万
円
、
委
託
費
支
出
の
７
億
８

０
０
万
円
等
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

◆
管
理
経
費
支
出

　
＝
６
億
２
３
０
０
万
円

　

教
育
研
究
以
外
の
管
理
・
運

営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。
主

に
は
、
印
刷
製
本
費
支
出
の
６

７
０
０
万
円
、
委
託
費
支
出
の

１
億
６
０
０
万
円
、
広
告
費
支

出
の
２
億
１
６
０
０
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
借
入
金
等
返
済
支
出

　
＝
６
億
９
０
０
０
万
円

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
や
市
中
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
金
の
返
済
や
運
転
資
金

の
借
換
に
伴
う
支
出
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
借
入
金
等
収
入

と
加
減
い
た
し
ま
す
と
、
借
入

金
は
実
質
２
億
５
６
０
０
万
円

ほ
ど
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
施
設
関
係
支
出

　
＝
５
億
１
７
０
０
万
円

　

建
物
支
出
で
２
億
４
９
０
０

万
円
、
建
設
仮
勘
定
支
出
で
２

億
３
２
０
０
万
円
ほ
ど
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

◆
設
備
関
係
支
出

　
＝
３
億
３
５
０
０
万
円

　

主
に
は
、
教
育
研
究
用
機
器

備
品
支
出
で
１
億
１
１
０
０
万

円
、
図
書
支
出
で
１
億
８
０
０

０
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

◆
資
産
運
用
支
出

　
＝
26
億
２
４
０
０
万
円

　

主
に
、
将
来
の
施
設
設
備
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
積
み
立
て

て
お
く
施
設
設
備
準
備
資
産

や
、
退
職
者
の
退
職
金
に
備
え

る
た
め
に
積
み
立
て
て
お
く
退

職
給
与
引
当
特
定
資
産
等
の
各

種
引
当
特
定
資
産
に
積
み
立
て

る
た
め
に
繰
入
支
出
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

消
費
収
支
計
算
書
は
当
該
会

計
年
度
中
の
消
費
収
入
お
よ
び

消
費
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
収
支
の
均
衡
状
態
が
保
た

れ
て
い
る
か
否
か
を
計
算
、
表

示
す
る
も
の
で
す
。

　

文
中
、
表
の
金
額
は
、
説
明

の
た
め
百
万
円
未
満
を
四
捨
五

入
等
調
整
し
、
百
万
円
単
位
で

表
し
て
い
ま
す
。

法
人
全
体
（
表
３
）

◆
当
年
度
消
費
収
入
超
過
額

　

法
人
全
体
で
16
億
５
９
０
０

万
円
の
消
費
収
入
超
過
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

翌
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過

額
　

前
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過

額
に
当
年
度
消
費
収
入
超
過
額

を
加
減
し
ま
す
と
、
翌
年
度
繰

越
消
費
収
入
超
過
額
は
35
億
７

０
０
万
円
で
し
た
。

大
学
（
表
４
）

《
帰
属
収
入
の
部
》

◆
帰
属
収
入
会
計

　

＝
１
３
７
億
６
４
０
０
万
円

　

手
数
料
、
寄
付
金
、
補
助

金
、
資
産
運
用
収
入
等
の
増
収

に
よ
り
予
算
に
比
べ
８
億
２
０

０
０
万
円
の
増
で
し
た
。

消
費
収
支
計
算
書

　

文
部
科
学
省
、
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
等
か
ら

経
常
費
補
助
金
、
私
立
大
学
等

研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
金
、

私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化

設
備
整
備
費
補
助
金
等
で
、
予

算
に
対
し
て
１
６
０
０
万
円
の

増
収
で
し
た
。

◆
資
産
運
用
収
入

　
＝
11
億
１
１
０
０
万
円

　

景
気
回
復
に
よ
る
有
価
証
券

の
期
日
前
償
還
が
発
生
し
、
受

取
利
息
・
配
当
金
収
入
が
10
億

５
７
０
０
万
円
と
な
り
、
予
算

に
対
し
て
は
４
億
６
６
０
０
万

円
ほ
ど
の
増
収
と
な
り
ま
し

た
。

◆
事
業
収
入

　
＝
１
億
４
８
０
０
万
円

　

主
に
補
助
活
動
収
入
が
６
１

０
０
万
円
、
公
開
講
座
収
入
が

７
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
予
算
に
対
し
て
は
１
４
０

０
万
円
ほ
ど
上
回
り
ま
し
た
。

◆
雑
収
入

　
＝
２
億
８
５
０
０
万
円

　

主
に
私
立
大
学
退
職
金
財
団

交
付
金
収
入
が
２
億
４
７
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
予
算
に

対
し
て
は
８
９
０
０
万
円
ほ
ど

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

《
支
出
の
部
》

◆
人
件
費
支
出

　
＝
63
億
６
０
０
万
円

　

教
員
人
件
費
支
出
が
38
億
３

７
０
０
万
円
、
職
員
人
件
費
支

出
が
20
億
１
０
０
０
万
円
で
予

算
に
対
し
て
３
１
０
０
万
円
ほ

ど
下
回
り
ま
し
た
。一
方
、退
職

金
支
出
は
３
億
５
３
０
０
万
円

で
予
算
に
対
し
て
１
億
１
３
０

０
万
円
ほ
ど
上
回
り
ま
し
た
。

◆
教
育
研
究
経
費
支
出

　
＝
24
億
２
９
０
０
万
円

　

教
育
研
究
に
用
す
る
経
費
で

奨
学
費
支
出
や
消
耗
品
費
支
出

・
光
熱
水
費
支
出
・
図
書
資
料

費
支
出
・
委
託
費
支
出
等
が
あ

消費支出の構成比（大学）図 2

帰属収入の構成比（大学）図 1

収入の部 支出の部
科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 13,791 13,886 △95 人件費支出 9,608 9,700 △92
手数料収入 615 662 △47 教育研究経費支出 3,758 3,358 400
寄付金収入 340 444 △104 管理経費支出 1,018 876 142
補助金収入 2,084 2,105 △21 借入金等利息支出 42 40 2
資産運用収入 888 1,495 △607 借入金等返済支出 911 911 0
資産売却収入 50 50 0 施設関係支出 1,595 559 1,036
事業収入 146 159 △13 設備関係支出 398 384 14
雑収入 374 489 △115 資産運用支出 3,196 3,197 △1
借入金収入 656 655 1 その他の支出 269 323 △54
前受金収入 3,159 3,370 △211 予備費 409 　　　 409
その他の収入 1,001 1,110 △109 資金支出調整勘定 △227 △273 46
資金収入調整勘定 △3,574 △3,839 265 当年度支出合計 20,978 19,075 1,903
当年度収入合計 19,532 20,586 △1,054 次年度繰越支払資金 16,511 19,468 △2,957
前年度繰越支払資金 17,957 17,957 　　　
収入の部合計 37,489 38,543 △1,054 支出の部合計 37,489 38,543 △1,054

（
単
位
　
百
万
円
）

資金収支計算書表１ （法人全体）平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

資金収支計算書表２ （大学）平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
収入の部 支出の部

科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金収入 10,400 10,475 △75 人件費支出 6,219 6,306 △87
手数料収入 519 557 △38 教育研究経費支出 2,792 2,429 363
寄付金収入 250 350 △100 管理経費支出 706 623 83
補助金収入 701 717 △16 借入金等利息支出 19 17 2
資産運用収入 645 1,111 △466 借入金等返済支出 690 690 0
資産売却収入 50 50 0 施設関係支出 1,551 517 1,034
事業収入 134 148 △14 設備関係支出 351 335 16
雑収入 196 285 △89 資産運用支出 2,611 2,624 △13
借入金収入 500 500 0 その他の支出 574 593 △19
前受金収入 2,656 2,810 △154 予備費 150 　　　 150
その他の収入 767 804 △37 資金支出調整勘定 △132 △153 21
資金収入調整勘定 △2,905 △3,090 185 当年度支出合計 15,531 13,981 1,550
当年度収入合計 13,913 14,717 △804 次年度繰越支払資金 3,397 5,735 △2,338
前年度繰越支払資金 5,015 4,999 16
収入の部合計 18,928 19,716 △788 支出の部合計 18,928 19,716 △788

（
単
位
　
百
万
円
）

消費収入の部 消費支出の部
科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金 13,791 13,886 △95 人件費 9,300 9,507 △207
手数料 615 662 △47 教育研究経費 5,221 4,845 376
寄付金 355 456 △101 　うち減価償却額 1,463 1,487 △24
補助金 2,084 2,105 △21 管理経費 1,176 1,027 149
資産運用収入 888 1,495 △607 　うち減価償却額 157 151 6
事業収入 146 159 △13 借入金等利息 42 40 2
雑収入 403 567 △164 資産処分差額 27 44 △17

予備費 409 　　　 409
消費支出の部合計 16,175 15,463 712

帰属収入合計 18,283 19,330 △1,047 当年度消費収入超過額 △1,115 1,659 　　　
基本金組入額合計 △3,223 △2,208 △1,015 前年度繰越消費収入超過額 1,848 1,848 　　　
収入の部合計 15,060 17,122 △2,062 翌年度繰越消費収入超過額 733 3,507 　　　

（
単
位
　
百
万
円
）

消費収支計算書表３ （法人全体）平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

表４

消費収入の部 消費支出の部
科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金 10,400 10,475 △75 人件費 5,979 6,262 △283
手数料 519 557 △38 教育研究経費 3,904 3,566 338
寄付金 265 359 △94 　うち減価償却額 1,112 1,137 △25
補助金 701 717 △16 管理経費 827 737 90
資産運用収入 645 1,111 △466 　うち減価償却額 121 115 6
事業収入 134 148 △14 借入金等利息 19 17 2
雑収入 220 356 △136 資産処分差額 27 43 △16
その他の収入 60 41 19 予備費 150 　　　 150

消費支出の部合計 10,906 10,625 281
帰属収入合計 12,944 13,764 △820 当年度消費収入超過額 △1,203 915 　　　
基本金組入額合計 △2,850 △1,833 △1,017 前年度繰越消費収入超過額 △5,523 △5,523 　　　
収入の部合計 10,094 11,931 △1,837 翌年度繰越消費収入超過額 △6,726 △4,608 　　　

（
単
位
　
百
万
円
）

消費収支計算書 （大学）平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

資産の部 負債・基本金及び消費収支差額の部
科目 本年度末 前年度末 増減 科目 本年度末 前年度末 増減

[固定資産] 94,038 92,050 1,988 [固定負債] 9,131 9,592 △461
（有形固定資産） 60,640 61,351 △711 長期借入金 852 1,042 △190
土地 20,186 20,172 14 退職給与引当金 6,874 7,074 △200
建物 25,717 26,732 △1,015 退職年金引当金 1,405 1,476 △71
構築物 1,927 2,005 △78
教育研究用機器備品 1,549 1,622 △73
その他の機器備品 108 88 20
図書 10,897 10,707 190
車両 21 21 0 [流動負債] 5,069 5,018 51
建設仮勘定 234 4 230 短期借入金 845 911 △66

（その他の固定資産） 33,398 30,698 2,700 未払金 227 225 2
借地権 1,665 1,665 0 前受金 3,370 3,336 34
電話加入権 12 12 0 預り金 627 546 81
施設利用権 3 3 0 負債の部合計 14,200 14,610 △410
敷金 19 19 0
差入保証金 6 6 0
有価証券 1,102 1,152 △50
収益事業元入金 2 2 0
長期貸付金 3 8 △5
施設設備準備資産 13,194 12,179 1,015
奨学費引当特定資産 863 804 59
国際交流引当特定資産 210 210 0
退職年金信託等資産 1,377 1,457 △80
施設設備拡充引当資産 2,600 1,600 1,000
学研出版助成引当資産 278 289 △11
課外活動援助引当資産 210 210 0
第3号基本金引当資産 3,798 3,504 294 第1号基本金 88,984 88,071 913
退職給与引当特定資産 5,798 5,402 396 第2号基本金 2,600 1,600 1,000
日文研充実引当資産 0 10 △10 第3号基本金 3,798 3,504 294
教研振興引当特定資産 2,176 2,046 130 第4号基本金 1,051 1,051 0
出資金 82 120 △38 基本金の部合計 96,433 94,226 2,207
[流動資産] 20,102 18,634 1,468
現金預金 19,468 17,957 1,512
未収入金 503 584 △81
短期貸付金 4 5 △1
前払金 86 46 40

立替金 1 3 △2 翌年度繰越消費収入超過額 3,507 1,848 1,659

預け金 40 40 0 消費収支差額の部合計 3,507 1,848 1,659

資産の部合計 114,140 110,684 3,456 負債・基本金および 
消費収支差額の部合計 114,140 110,684 3,456

（
単
位
　
百
万
円
）

貸借対照表表５ （法人全体）平成26年３月31日現在

７
０
０
万
円
は
前
年
度
末
残
高

に
対
し
て
２
億
５
６
０
０
万
円

ほ
ど
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

財
産
の
維
持
更
新
に
必
要
な
運

用
可
能
資
産
の
充
実
度
は
高

く
、
進
行
中
の
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
第
２
次
再
開
発
に
よ
る
財
務

負
担
も
小
さ
い
。
こ
う
し
た
点

を
勘
案
し
、
本
学
の
格
付
を
据

え
置
き
と
し
、
そ
の
見
通
し
を

安
定
的
と
し
た
。」（
講
評
抜

粋
）

㈱
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
＆
Ｉ
）

　

平
成
18
年
取
得
・
26
年
維
持

※
21
段
階
中
４
番
目

　

「
２
０
１
４
年
度
入
試
で

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

の
V
方
式
が
大
き
く
増
え

た
。
前
年
度
に
減
少
し
た
反
動

に
加
え
、
入
学
検
定
料
の
見
直

し
が
奏
功
し
た
。
大
学
独
自
入

試
と
セ
ン
タ
ー
利
用
試
験
を
合

計
し
た
一
般
入
試
の
志
願
者
数

は
２
万
人
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
実
質
倍
率
は
高
く
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
が
完
了

し
て
か
ら
は
難
易
度
も
高
ま
る

傾
向
に
あ
る
。
２
０
１
３
年
度

に
新
設
し
た
人
間
開
発
学
部
子

ど
も
支
援
学
科
も
高
い
入
試
難

易
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

法
人
全
体
で
は
良
好
な
収
支

状
況
を
維
持
し
て
い
る
。
創
立

１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
次
開

発
を
進
め
て
い
る
が
、
財
政
状

況
が
大
き
く
悪
化
す
る
こ
と
は

な
さ
そ
う
だ
。」（
講
評
抜
粋
）

　

学
校
法
人
に
対
す
る
格
付
け

は
、大
学
経
営
の
安
定
性
・
健
全

性
が
評
価
対
象
で
あ
り
、
こ
れ

ら
と
連
関
し
た
教
育
・
研
究
の

充
実
度
の
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

両
評
価
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
も
一
層
の
教
学
と
経

営
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

※
財
務
の
詳
細
な
情
報
に
つ
き

ま
し
て
は
、
事
業
報
告
書
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。（
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ＞

大
学
案
内＞

学

校
法
人
国
学
院
大
学＞

事
業

計
画
書
・
事
業
報
告
書
）

 

（
財
務
部
経
理
課
）

帰属収入

その他の収入　0.3％雑収入　2.6％

事業収入　1.1％

資産運用収入　8.1％

補助金　5.2％

寄付金　2.6％

手数料　4.0％

学生生徒等納付金
76.1％

教育研究経費
33.6％

資産処分差額　0.4％ 借入金利息　0.2％
管理経費　6.9％

人件費
58.9％

消費支出



る
Ａ
日
程
で
は
、
本
学
の
主
た

る
入
試
で
あ
る
Ａ
日
程
３
教
科

型
（
以
下
、
Ａ
３
教
科
）
が
前

年
度
比
７
８
９
人
減
、
88
・
２

％
と
大
幅
に
減
少
し
た
の
を
始

め
、
同
得
意
科
目
重
視
型
・
同

２
教
科
型
（
以
下
、
Ａ
得
意
科

目
・
Ａ
２
教
科
）
も
そ
れ
ぞ
れ

４
１
８
人
減
・
89
・
１
％
、
３

０
６
人
減
・
82
・
６
％
と
減
少

し
、
Ａ
日
程
全
体
で
は
１
５
１

３
人
減
・
87
・
７
％
と
大
幅
に

減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

２
月
の
後
半
に
実
施
す
る
Ｂ

日
程
は
大
雪
の
影
響
の
た
め

か
、
窓
口
受
付
が
前
年
度
の
半

数
程
度
と
伸
び
悩
み
対
前
年
比

89
・
１
％
の
１
８
９
８
人
に
終

わ
っ
た
。
実
施
時
期
が
Ａ
日
程

と
近
く
、
他
の
主
要
大
学
の
入

試
と
も
重
な
る
だ
け
に
、
志
願

者
を
増
や
す
こ
と
が
な
か
な
か

難
し
い
入
試
出
願
制
度
で
あ
る

と
は
い
え
、
郵
送
の
件
数
で
は

前
年
度
を
若
干
上
回
っ
て
い
た

だ
け
に
２
０
０
０
人
台
を
維
持

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。

　

３
月
上
旬
実
施
の
Ｃ
日
程

は
、
Ｂ
日
程
と
同
水
準
の
志
願

者
数
を
確
保
し
て
い
た
平
成
17

年
度
以
降
ほ
ぼ
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。
早
め
に
入
学
を

決
定
す
る
「
安
定
志
向
・
堅
実

志
向
」
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま

っ
て
い
る
。
志
願
者
数
は
対
前

年
比
96
・
４
％
の
１
２
０
２
人

と
、
Ａ
・
Ｂ
日
程
に
比
べ
減
少

の
幅
は
小
さ
く
、
辛
う
じ
て
１

２
０
０
人
台
を
確
保
し
た
。

◆
学
部
学
科
別

　

学
部
学
科
別
で
志
願
者
数
を

見
る
と
、
文
学
部
全
体
で
は
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
日
程
全
体
で
前
年
比

89
・
７
％
の
大
幅
減
と
な
っ
た

一
方
で
、
Ｖ
方
式
が
１
１
９
・

２
％
と
大
幅
に
増
え
た
た
め
、

合
計
で
は
96
・
５
％
と
大
き
く

減
少
す
る
こ
と
は
回
避
で
き

た
。
日
本
文
学
科
は
Ｖ
方
式
で

は
前
年
度
比
１
１
６
・
７
％
と

な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
日
程
は
低
調
で
あ
り

（
特
に
Ｂ
・
Ｃ
日
程
は
そ
れ
ぞ

れ
74
・
５
％
・
62
・
２
％
と
か

な
り
減
少
）、
全
体
で
は
91
・

５
％
と
大
幅
に
減
少
し
た
。
中

国
文
学
科
は
Ａ
得
意
科
目
を
除

く
全
制
度
で
前
年
度
比
40
％
台

〜
80
％
台
の
大
幅
減
と
な
り
、

全
体
で
は
２
割
を
超
え
る
減
少

（
前
年
度
比
77
・
４
％
）
で
あ

っ
た
。
外
国
語
文
化
学
科
は
前

年
度
の
大
幅
減
の
反
動
も
あ
っ

た
た
め
か
、
Ａ
２
教
科
と
Ｃ
日

程
以
外
の
４
制
度
で
増
加
し
、

文
学
部
で
は
唯
一
、
志
願
者
増

加
（
前
年
度
比
１
２
２
・
６

％
）
の
学
科
と
な
っ
た
。
史
学

科
は
Ａ
２
教
科
を
除
き
比
較
的

堅
調
で
、
全
体
で
は
前
年
度
並

み
の
99
・
５
％
を
確
保
し
、
看

板
学
科
の
面
目
を
保
っ
た
。
近

年
人
気
が
高
く
、
学
力
レ
ベ
ル

で
も
看
板
の
２
学
科
に
肩
を
並

べ
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
哲
学

科
は
、
Ｖ
方
式
を
除
く
全
制
度

で
50
％
台
〜
70
％
台
と
、
か
つ

て
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
の
低

調
ぶ
り
で
あ
り
、
全
体
の
前
年

度
比
は
79
・
１
％
と
大
幅
に
減

少
し
た
。

　

神
道
文
化
学
部
は
唯
一
80
％

台
と
な
っ
た
Ａ
２
教
科
を
除
く

全
制
度
で
前
年
度
以
上
の
志
願

者
を
積
み
上
げ
、
全
体
で
１
０

７
・
０
％
と
な
っ
た
。
一
般
入

試
に
お
い
て
は
、
若
干
増
加
・

減
少
の
波
は
あ
る
も
の
の
、
大

崩
れ
し
な
い
安
定
性
が
こ
の
学

部
に
は
あ
る
。

　

法
学
部
は
全
国
的
な
法
学
系

統
の
不
人
気
が
続
く
中
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
３
専
攻
全
体
で
は
４
７

４
人
の
減
少
、
前
年
度
比
87
・

７
％
と
か
な
り
減
少
し
た
。
中

で
も
、
募
集
枠
の
大
半
を
占
め

る
法
律
専
攻
が
、
前
年
度
の
増

加
か
ら
一
転
し
て
全
制
度
で
減

少
と
な
り
、
全
体
で
前
年
度
比

６
２
５
人
減
の
79
・
１
％
と
激

減
し
た
。
法
律
専
門
職
専
攻
は

看
板
の
専
攻
で
あ
り
な
が
ら
低

調
な
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

平
成
26
年
度
は
全
学
科
・
専
攻

で
唯
一
、
全
４
制
度
で
増
加
、

前
年
度
比
１
２
０
・
１
％
と
躍

進
し
た
。
政
治
専
攻
は
法
律
専

門
職
専
攻
と
同
様
、
前
年
度
の

減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
、
Ａ
得

意
科
目
を
除
く
４
制
度
で
増

加
、
全
体
で
は
１
１
５
・
７
％

と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

経
済
学
部
は
、全
国
的
な
不

人
気
が
続
く
中
で
、比
較
的
安

定
し
て
志
願
者
を
確
保
し
て
き

た
が
、平
成
26
年
度
は
全
体
で

４
９
１
人
減
、前
年
比
90
・
３
％

と
な
り
、法
学
部
の
減
少
と
あ

わ
せ
、大
学
全
体
の
志
願
者
数

を
押
し
下
げ
る
二
大
要
因
と
な

っ
た
。経
済
学
科
は
例
年
通
り

堅
調
で
あ
り
、Ａ
３
教
科
、Ａ
得

意
科
目
を
除
く
全
制
度
で
、前

年
度
並
み
以
上
の
志
願
者
を
積

み
上
げ
、全
体
で
は
前
年
度
比

１
０
１
・
６
％
と
、３
学
科
中
で

は
唯
一
増
加
し
た
。経
済
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
に
つ
い
て

も
、Ａ
２
教
科
・
Ｂ
日
程
で
は
低

調
で
あ
っ
た
が
、Ｖ
方
式
・
Ａ
３

教
科
を
中
心
に
着
実
に
志
願
者

を
確
保
し
、全
体
で
98
・
６
％
と

経
済
学
科
に
見
劣
り
し
な
い
結

果
で
あ
っ
た
。人
気
・
レ
ベ
ル
と

い
う
点
で
看
板
と
も
言
え

る
経
営
学
科
は
、安
全
志

向
に
よ
る
敬
遠
の
た
め

か
、メ
イ
ン
の
Ａ
３
教
科
・

Ａ
得
意
科
目
を
中
心
に
50

％
台
〜
60
％
台
が
続
出
す

る
な
ど
、極
め
て
低
調
で

あ
り
、全
体
の
減
少
は
５

１
６
人
と
法
律
専
攻
に
次

ぐ
大
き
な
減
少
幅
と
な
っ

た
。

　

人
間
開
発
学
部
は
平
成

21
年
度
の
開
設
以
来
、
各

学
科
と
も
志
願
者
は
比
較

的
安
定
し
て
お
り
、
学
部

全
体
で
は
前
年
度
並
み
の

数
を
確
保
し
た
。
初
等
教

育
学
科
は
、
前
年
度
の
入

試
に
お
い
て
、
子
ど
も
支

援
学
科
の
開
設
に
伴
い
、

幼
稚
園
教
諭
志
望
者
の
同

学
科
へ
の
流
出
が
若
干
見

ら
れ
た
が
、
平
成
26
年
度

に
お
い
て
も
予
想
を
超
え

る
よ
う
な
変
化
は
な
く
、

全
体
で
48
人
減
、
前
年
度
比
96

・
７
％
と
減
少
は
僅
か
で
あ
っ

た
。
就
職
率
の
高
さ
が
マ
ス
コ

ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
健
康

体
育
学
科
は
、
Ａ
２
教
科
を
除

く
５
制
度
で
前
年
度
以
上
の
志

願
者
を
集
め
、
全
体
で
は
前
年

度
比
１
１
５
・
７
％
と
人
気
の

高
さ
が
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。
開
設
２
年
目
と
な
る
子
ど

も
支
援
学
科
は
、
こ
の
分
野
で

の
志
望
者
数
自
体
が
少
な
い
こ

と
に
加
え
、
他
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
と
の
競
合
も
あ
る
た

め
、
志
願
者
は
初
等
教
育
学
科

に
比
べ
少
な
め
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
日
程
全

体
で
は
前
年
度
比
31
人
減
、
93

・
１
％
と
や
や
減
少
し
た
が
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
成
績

利
用
の
開
始
に
伴
い
、
Ｖ
方
式

の
志
願
者
が
１
１
６
人
上
積
み

さ
れ
、
全
体
で
は
85
人
増
の
１

１
８
・
９
％
と
な
っ
た
。

　

全
国
的
な
受
験
生
の
減
少
傾

向
は
、
推
薦
・
特
別
選
考
（
非

教
科
型
）
入
試
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
公
募
制
自
己
推
薦
（
Ａ

Ｏ
型
）
に
お
い
て
も
、
入
学
者

は
例
年
と
同
程
度
確
保
で
き
た

が
、
志
願
者
は
90
人
ほ
ど
減
少

し
た
。
ま
た
、
高
校
３
年
生
が

少
な
い
影
響
は
附
属
・
系
列
３

校
か
ら
の
推
薦
入
学
者
数
に
も

表
れ
、
前
年
よ
り
も
65
人
少
な

い
２
４
７
人
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。

　

さ
て
、
一
般
入
試
全
般
で
あ

る
が
、
全
体
の
志
願
者
数
は
前

年
度
に
対
し
１
０
２
０
人
減
、

95
・
0
％
に
留
ま
り
、
平
成
22

年
度
以
降
４
年
連
続
で
維
持
し

て
い
た
２
万
人
を
、
残
念
な
が

ら
、
割
り
込
む
形
と
な
っ
た
。

 

◆
制
度
別

　

日
程
・
制
度
別
に
入
試
を
見

て
い
く
と
、
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
利
用
の
Ｖ
方
式
は
対
前

年
比
７
６
９
人
増
、
１
１
６
・

９
％
で
あ
っ
た
。
増
え
た
要
因

と
し
て
は
、
入
学
検
定
料
の
大

幅
な
減
額
（
１
学
科
当
た
り
１

万
８
０
０
０
円
↓
１
学
科
目
1

万
３
０
０
０
円
、
２
学
科
目
以

降
８
０
０
０
円
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

一
般
入
試
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
日
程

の
総
志
願
者
数
は
、
前
年
度
の

１
万
５
６
５
９
人
に
対
し
１
万

３
８
７
０
人
、
前
年
比
88
・
６

％
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
日
程
別
に
み
る
と
、

２
月
２
・
３
・
４
日
に
実
施
す

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
次

の
２
社
か
ら
格
付
け
を
取
得
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の

評
価
は
次
の
と
お
り
で
す
。
格

付
け
理
由
な
ど
の
詳
細
は
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。AA　

（
安
定
的
）

㈱
日
本
格
付
研
究
所（
Ｊ
Ｃ
Ｒ
）

　

平
成
18
年
取
得
・
26
年
維
持

※
20
段
階
中
３
番
目

　

「
中
核
で
あ
る
大
学
の
志
願

者
総
数
は
、
概
ね
２
万
人
台
を

維
持
し
て
い
る
。
志
願
者
の
理

高
文
低
の
影
響
は
あ
る
も
の

の
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
集

中
化
や
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
人
間
開
発
学
部
の
新

設
、
教
育
の
質
的
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
の
諸
効
果
が

着
実
に
現
れ
て
い
る
。
他
の
設

置
校
の
学
生
獲
得
状
況
も
大
き

な
変
化
は
な
い
。
良
好
か
つ
安

定
し
た
収
支
尻
を
確
保
、
基
本
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大
学
（
表
２
）

《
収
入
の
部
》

◆
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

　
＝
１
０
４
億
７
５
０
０
万
円

　

予
算
に
対
し
て
、
授
業
料
収

入
、
施
設
設
備
資
金
収
入
な
ど

で
増
収
と
な
り
、
学
生
等
納
付

金
と
し
て
は
７
５
０
０
万
円
ほ

ど
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

◆
手
数
料
収
入

　
＝
５
億
５
７
０
０
万
円

　

予
算
に
対
し
て
、
３
８
０
０

万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
入
学
検
定
料
が
、

予
算
額
を
３
５
０
０
万
円
ほ
ど

増
収
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

◆
寄
付
金
収
入

　
＝
３
億
５
０
０
０
万
円

　

特
別
寄
付
金
収
入
が
予
算
に

対
し
て
９
９
０
０
万
円
ほ
ど
上

回
っ
た
結
果
に
よ
り
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

◆
補
助
金
収
入

　
＝
７
億
１
７
０
０
万
円

　

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該

会
計
年
度
中
の
す
べ
て
の
収
入

お
よ
び
支
出
の
内
容
と
資
金
の

顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　

収
入
に
は
借
入
金
収
入
等
の

負
債
と
な
る
収
入
な
ど
も
含
ま

れ
、
ま
た
支
出
に
は
経
費
の
ほ

か
資
産
を
形
成
す
る
資
本
的
支

出
お
よ
び
借
入
金
返
済
支
出
等

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
当
該

期
間
中
の
資
金
取
引
が
全
て
網

羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
中
、
表
の
金
額
は
、
説
明

の
た
め
百
万
円
未
満
を
四
捨
五

入
等
調
整
し
、
百
万
円
単
位
で

表
し
て
い
ま
す
。

法
人
全
体
（
表
１
）

《
収
入
の
部
》

　

当
年
度
収
入
合
計
の
決
算
額

は
２
０
５
億
８
６
０
０
万
円

で
、
こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払

資
金
の
１
７
９
億
５
７
０
０
万

円
を
加
え
ま
す
と
、
収
入
の
部

合
計
は
３
８
５
億
４
３
０
０
万

円
で
し
た
。

《
支
出
の
部
》

　

当
年
度
支
出
合
計
の
決
算
額

は
、
１
９
０
億
７
５
０
０
万
円

で
、
こ
れ
を
収
入
の
部
か
ら
差

し
引
き
ま
す
と
次
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
１
９
４
億
６
８
０
０

万
円
で
し
た
。

り
ま
す
。
主
に
は
、
奨
学
費
支

出
の
３
億
６
０
０
万
円
、
図
書

資
料
費
支
出
の
１
億
３
３
０
０

万
円
、
委
託
費
支
出
の
７
億
８

０
０
万
円
等
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

◆
管
理
経
費
支
出

　
＝
６
億
２
３
０
０
万
円

　

教
育
研
究
以
外
の
管
理
・
運

営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。
主

に
は
、
印
刷
製
本
費
支
出
の
６

７
０
０
万
円
、
委
託
費
支
出
の

１
億
６
０
０
万
円
、
広
告
費
支

出
の
２
億
１
６
０
０
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
借
入
金
等
返
済
支
出

　
＝
６
億
９
０
０
０
万
円

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
や
市
中
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
金
の
返
済
や
運
転
資
金

の
借
換
に
伴
う
支
出
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
借
入
金
等
収
入

と
加
減
い
た
し
ま
す
と
、
借
入

金
は
実
質
２
億
５
６
０
０
万
円

ほ
ど
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
施
設
関
係
支
出

　
＝
５
億
１
７
０
０
万
円

　

建
物
支
出
で
２
億
４
９
０
０

万
円
、
建
設
仮
勘
定
支
出
で
２

　

消
費
収
支
計
算
書
は
当
該
会

計
年
度
中
の
消
費
収
入
お
よ
び

消
費
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
収
支
の
均
衡
状
態
が
保
た

れ
て
い
る
か
否
か
を
計
算
、
表

示
す
る
も
の
で
す
。

　

文
中
、
表
の
金
額
は
、
説
明

の
た
め
百
万
円
未
満
を
四
捨
五

入
等
調
整
し
、
百
万
円
単
位
で

表
し
て
い
ま
す
。

法
人
全
体
（
表
３
）

◆
当
年
度
消
費
収
入
超
過
額

　

法
人
全
体
で
16
億
５
９
０
０

万
円
の
消
費
収
入
超
過
と
な
り

ま
し
た
。

◆�

翌
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過

額
　

前
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過

額
に
当
年
度
消
費
収
入
超
過
額

を
加
減
し
ま
す
と
、
翌
年
度
繰

越
消
費
収
入
超
過
額
は
35
億
７

０
０
万
円
で
し
た
。

大
学
（
表
４
）

《
帰
属
収
入
の
部
》

◆
帰
属
収
入
会
計

　

＝
１
３
７
億
６
４
０
０
万
円

　

手
数
料
、
寄
付
金
、
補
助

金
、
資
産
運
用
収
入
等
の
増
収

に
よ
り
予
算
に
比
べ
８
億
２
０

０
０
万
円
の
増
で
し
た
。

法
人
全
体
（
表
５
）

《
資
産
の
部
》

　

資
産
総
額
は
、
前
年
度
か
ら

34
億
５
６
０
０
万
円
増
加
し
て

１
１
４
１
億
４
０
０
０
万
円
で

し
た
。

　

固
定
資
産
の
う
ち
有
形
固
定

資
産
は
、
主
に
大
学
部
門
で
体

育
館
の
取
り
壊
し
等
に
よ
り
、

前
年
度
末
残
高
に
対
し
て
７
億

１
１
０
０
万
円
ほ
ど
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
固
定
資
産
に
お
い

て
は
、
退
職
給
与
引
当
特
定
資

産
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
特
定

貸
借
対
照
表

格
付
け
と
今
後
の
財
務
運
営

資
産
へ
の
積
立
を
行
い
、
前
年

度
末
残
高
に
対
し
て
27
億
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以

上
よ
り
、
平
成
25
年
度
末
に
お

け
る
学
校
法
人
国
学
院
大
学
の

資
産
総
額
は
１
１
４
１
億
４
０

０
０
万
円
（
収
益
事
業
分
を
除

く
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《

》

負
債
・
基
本
金
・

消
費
収
支
差
額
の
部

　

負
債
総
額
は
、
前
年
度
か
ら

４
億
１
０
０
０
万
円
減
少
し
て

１
４
２
億
円
で
し
た
。

　

負
債
の
う
ち
長
期
借
入
金
と

短
期
借
入
金
の
合
計
額
16
億
９

平
成
26
年
度
一
般
入
試
結
果

　

受
験
界
は
依
然
、「
理
高
文
低
」
の
風
が
吹
き
、
ま
た

「
国
公
立
志
向
」「
地
元
志
向
」
の
傾
向
が
強
い
。
加
え
て

昨
年
度
は
受
験
生
自
体
が
全
国
的
に
少
な
く
、
前
年
度
比
の

約
４
％
減
、
４
万
７
０
０
０
人
ほ
ど
の
減
と
い
う
厳
し
い
状

況
の
中
、
首
都
圏
の
有
名
私
立
大
学
の
多
く
の
文
系
学
部
で

志
願
者
を
減
ら
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
が
ほ
ぼ
２
万

人
と
い
う
志
願
者
を
集
め
、
約
２
５
０
０
人
の
入
学
者
を
確

保
で
き
た
こ
と
は
、
本
学
に
対
し
て
一
定
の
評
価
が
存
続
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

７
０
０
万
円
は
前
年
度
末
残
高

に
対
し
て
２
億
５
６
０
０
万
円

ほ
ど
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

財
産
の
維
持
更
新
に
必
要
な
運

用
可
能
資
産
の
充
実
度
は
高

く
、
進
行
中
の
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
第
２
次
再
開
発
に
よ
る
財
務

負
担
も
小
さ
い
。
こ
う
し
た
点

を
勘
案
し
、
本
学
の
格
付
を
据

え
置
き
と
し
、
そ
の
見
通
し
を

安
定
的
と
し
た
。」（
講
評
抜

粋
）

AA–　
（
安
定
的
）

㈱
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
＆
Ｉ
）

　

平
成
18
年
取
得
・
26
年
維
持

※
21
段
階
中
４
番
目

　

「
２
０
１
４
年
度
入
試
で

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

の
V
方
式
が
大
き
く
増
え

た
。
前
年
度
に
減
少
し
た
反
動

に
加
え
、
入
学
検
定
料
の
見
直

し
が
奏
功
し
た
。
大
学
独
自
入

試
と
セ
ン
タ
ー
利
用
試
験
を
合

計
し
た
一
般
入
試
の
志
願
者
数

は
２
万
人
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
実
質
倍
率
は
高
く
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
が
完
了

し
て
か
ら
は
難
易
度
も
高
ま
る

傾
向
に
あ
る
。
２
０
１
３
年
度

に
新
設
し
た
人
間
開
発
学
部
子

ど
も
支
援
学
科
も
高
い
入
試
難

易
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

法
人
全
体
で
は
良
好
な
収
支

状
況
を
維
持
し
て
い
る
。
創
立

１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
次
開

発
を
進
め
て
い
る
が
、
財
政
状

況
が
大
き
く
悪
化
す
る
こ
と
は

な
さ
そ
う
だ
。」（
講
評
抜
粋
）

　

学
校
法
人
に
対
す
る
格
付
け

は
、大
学
経
営
の
安
定
性
・
健
全

性
が
評
価
対
象
で
あ
り
、
こ
れ

ら
と
連
関
し
た
教
育
・
研
究
の

充
実
度
の
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

両
評
価
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
も
一
層
の
教
学
と
経

営
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

※
財
務
の
詳
細
な
情
報
に
つ
き

ま
し
て
は
、
事
業
報
告
書
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。（
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ＞

大
学
案
内＞

学

校
法
人
国
学
院
大
学＞

事
業

計
画
書
・
事
業
報
告
書
）

 

（
財
務
部
経
理
課
）

　国学院大学平成27年度入学試験の主な変更点は次のとおり。
◆一般入学試験▽Ａ日程は３日目の試験を２教科型から３教
科受験型の「学部学科特色型」に変更。募集人員は文・法・
人間開発の３学部で３日間均等となる。▽Ｂ日程は神道文化
学部で「英語または国語（古典）を事前選択」から英語必須
となり、国語（現代文）の配点が２倍（200点満点）に。▽
Ｃ日程は個別試験の選択科目（地歴・公民・数学）が削除と
なり、全学部全学科で英語・国語の２教科となる。神道文化
学部は国語の配点が２倍（400点満点）に。▽法学部は法律
専門職専攻でＡ日程３日目とＢ日程、政治専攻でＡ日程３日
目の募集を新たに行い、３専攻ともＡ・Ｂ・Ｃ日程がすべて
受験可能となる。
◆公募制自己推薦（ＡＯ型）▽日本文学科は第１次選考レポ
ート重視の「Ⅰ類」と第２次選考重視の「Ⅱ類」の２制度
に。▽中国文学科は第１次選考レポートとセミナーを廃止。
▽外国語文化学科は第１次選考レポートを廃止し、第２次選
考「筆記試験」はＴＯＥＩＣ®･ＴＯＥＦＬ®ｉＢＴの高得
点者に対する免除制度を導入。▽経済学部Ｋ-ＥＮＴ３〈高大
連携授業エントリーコース〉は対象校を昨年度の５校から10
校へと拡大する。
　各入学試験の詳細については入学試験要項で確認を。

平成27年度入試の変更点

国
公
立・地
方
志
向
依
然
と
続
く

0

5000

10000

15000

20000

25000 一般入試志願者数の推移

Ｖ方式
Ａ日程（２教科型）

Ａ日程（得意科目重視型）
Ｂ日程

Ａ日程（３教科型）
Ｃ日程

1,606
2,176
1,834

5,836

4,114

5,212

1,419
2,197
1,908

6,355

3,766

5,076

1,348
1,904
1,646

6,384

3,894

5,679

1,247
2,129
1,754

6,702

3,827

4,544

1,202
1,898
1,448

5,913

3,409

5,313

平成 22年 23年 24年 25年 26年
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（　） 内は女子内数

平成26年度 一般入学試験結果
学部 学科 コース 入試制度 募集

人員
志願者数 受験者数 合格者数

総数 現役内数 総数 現役内数 総数 現役内数

文

日本文

Ｖ方式（センター利用） 30 774 （483） 609 （413） 774 （483） 609 （413） 219 （150） 172 （130）

Ａ日程
３教科型

70
800 （495） 617 （413） 787 （488） 609 （408） 205 （132） 163 （116）

得意科目 438 （263） 344 （217） 429 （257） 341 （215） 100 （62） 78 （51）
２教科型 249 （160） 185 （130） 240 （153） 180 （125） 41 （31） 30 （24）

Ｂ日程 25 373 （213） 271 （169） 319 （182） 234 （145） 68 （36） 44 （27）
Ｃ日程 15 107 （51） 76 （41） 87 （43） 65 （36） 15 （8） 11 （7）
合　計 140 2,741 （1,665） 2,102 （1,383） 2,636 （1,606） 2,038 （1,342） 648 （419） 498 （355）

中国文

Ｖ方式（センター利用） 4 79 （46） 51 （32） 79 （46） 51 （32） 40 （22） 23 （14）

Ａ日程
３教科型

20
42 （23） 26 （15） 42 （23） 26 （15） 21 （13） 14 （9）

得意科目 50 （29） 31 （19） 48 （27） 30 （18） 27 （16） 16 （11）
２教科型 22 （14） 13 （10） 21 （13） 12 （9） 11 （9） 8 （7）

Ｂ日程 7 20 （14） 13 （8） 17 （11） 11 （6） 11 （6） 8 （4）
Ｃ日程 5 23 （14） 16 （9） 22 （14） 15 （9） 5 （2） 4 （2）
合　計 36 236 （140） 150 （93） 229 （134） 145 （89） 115 （68） 73 （47）

外国語文化

Ｖ方式（センター利用） 14 355 （209） 267 （177） 355 （209） 267 （177） 70 （42） 53 （36）

Ａ日程
３教科型

40
344 （197） 279 （169） 338 （193） 274 （166） 84 （40） 64 （34）

得意科目 167 （95） 130 （78） 165 （93） 128 （76） 44 （22） 31 （16）
２教科型 101 （66） 79 （57） 96 （62） 74 （53） 25 （14） 20 （14）

Ｂ日程 10 117 （74） 86 （58） 98 （64） 73 （50） 33 （20） 26 （18）
Ｃ日程 8 81 （41） 49 （32） 77 （38） 46 （29） 17 （9） 12 （7）
合　計 72 1,165 （682） 890 （571） 1,129 （659） 862 （551） 273 （147） 206 （125）

史

Ｖ方式（センター利用） 20 702 （256） 539 （225） 702 （256） 539 （225） 147 （49） 105 （40）

Ａ日程
３教科型

68
865 （346） 702 （306） 858 （342） 698 （303） 160 （53） 112 （45）

得意科目 652 （212） 517 （179） 644 （209） 513 （177） 128 （36） 94 （25）
２教科型 140 （66） 102 （54） 134 （65） 100 （53） 17 （10） 10 （6）

Ｂ日程 22 266 （96） 207 （84） 223 （88） 183 （79） 28 （8） 25 （8）
Ｃ日程 16 201 （64） 149 （52） 187 （60） 143 （50） 29 （3） 19 （3）
合　計 126 2,826 （1,040） 2,216 （900） 2,748 （1,020） 2,176 （887） 509 （159） 365 （127）

哲

Ｖ方式（センター利用） 10 227 （95） 145 （65） 227 （95） 145 （65） 88 （39） 59 （30）

Ａ日程
３教科型

18
137 （63） 85 （41） 130 （59） 82 （39） 60 （28） 39 （18）

得意科目 87 （31） 57 （21） 81 （27） 56 （20） 37 （13） 24 （8）
２教科型 38 （23） 22 （14） 34 （19） 21 （13） 13 （7） 11 （6）

Ｂ日程 7 56 （28） 34 （17） 42 （17） 26 （11） 10 （4） 6 （4）
Ｃ日程 5 39 （15） 16 （7） 34 （12） 15 （6） 5 （3） 2 （2）
合　計 40 584 （255） 359 （165） 548 （229） 345 （154） 213 （94） 141 （68）

神
道
文
化

神
道
文
化

フレックスA Ｖ方式（センター利用） 4 195 （81） 144 （66） 195 （81） 144 （66） 16 （6） 10 （4）
フレックスB 11 40 （20） 30 （17）
フレックスA

Ａ日程

３教科型 フレック
スＡ11

フレック
スＢ35

148 （54） 98 （42） 144 （54） 96 （42） 10 （1） 5 （1）
フレックスB 36 （18） 24 （14）
フレックスA 得意科目 150 （51） 101 （39） 144 （51） 101 （39） 19 （2） 11 （1）
フレックスB 42 （17） 31 （13）
フレックスA ２教科型 81 （28） 51 （19） 79 （26） 50 （18） 11 （5） 8 （4）
フレックスB 9 （3） 3 （1）
フレックスA Ｂ日程 5 94 （35） 64 （30） 75 （29） 51 （26） 6 （3） 3 （2）
フレックスB 10 16 （5） 9 （4）
フレックスA Ｃ日程 3 69 （12） 43 （9） 62 （9） 41 （8） 7 （0） 2 （0）
フレックスB 7 18 （1） 10 （0）

合　計 86 737 （261） 501 （205） 699 （250） 483 （199） 230 （81） 146 （61）

法 法
律

法律

Ｖ方式（センター利用） 20 548 （163） 394 （131） 548 （163） 394 （131） 340 （94） 237 （76）

Ａ日程
３教科型

163
982 （258） 647 （194） 955 （253） 629 （190） 323 （83） 211 （65）

得意科目 339 （66） 237 （53） 324 （63） 230 （50） 106 （17） 71 （14）
２教科型 167 （60） 105 （45） 160 （58） 102 （44） 50 （22） 30 （16）

Ｂ日程 15 254 （62） 154 （40） 217 （54） 137 （35） 71 （20） 44 （13）
Ｃ日程 10 74 （19） 39 （13） 69 （18） 37 （12） 22 （7） 12 （5）
合　計 208 2,364 （628） 1,576 （476） 2,273 （609） 1,529 （462） 912 （243） 605 （189）

法律専門職

Ｖ方式（センター利用） 5 170 （58） 105 （42） 170 （58） 105 （42） 104 （31） 63 （22）

Ａ日程 ３教科型 41 83 （36） 54 （28） 81 （36） 53 （28） 27 （14） 16 （9）
得意科目 105 （33） 70 （24） 103 （32） 70 （24） 34 （13） 22 （9）

Ｃ日程 3 18 （7） 15 （6） 16 （6） 13 （5） 3 （2） 2 （1）
合　計 49 376 （134） 244 （100） 370 （132） 241 （99） 168 （60） 103 （41）

政治

Ｖ方式（センター利用） 3 189 （38） 125 （32） 189 （38） 125 （32） 100 （19） 64 （15）

Ａ日程 ３教科型 29 263 （58） 164 （46） 257 （57） 162 （45） 84 （16） 49 （12）
得意科目 129 （25） 88 （18） 123 （25） 85 （18） 40 （8） 29 （7）

Ｂ日程 3 45 （14） 23 （11） 32 （8） 17 （8） 3 （1） 1 （1）
Ｃ日程 3 23 （8） 11 （6） 19 （8） 11 （6） 3 （1） 1 （1）
合　計 38 649 （143） 411 （113） 620 （136） 400 （109） 230 （45） 144 （36）

経
済

経済

Ｖ方式（センター利用） 30 619 （111） 393 （86） 619 （111） 393 （86） 205 （35） 122 （24）

Ａ日程
３教科型

80
743 （130） 506 （98） 731 （129） 500 （97） 181 （35） 116 （25）

得意科目 362 （51） 239 （41） 356 （51） 236 （41） 71 （11） 42 （9）
２教科型 129 （30） 76 （21） 127 （30） 76 （21） 30 （8） 20 （6）

Ｂ日程 10 220 （51） 127 （35） 193 （48） 119 （33） 22 （4） 13 （2）
Ｃ日程 10 246 （50） 124 （34） 234 （49） 118 （33） 33 （7） 20 （4）
合　計 130 2,319 （423） 1,465 （315） 2,260 （418） 1,442 （311） 542 （100） 333 （70）

経済ネット
ワーキング

Ｖ方式（センター利用） 20 347 （50） 205 （37） 347 （50） 205 （37） 90 （6） 46 （4）

Ａ日程
３教科型

40
181 （53） 121 （43） 177 （52） 118 （42） 44 （17） 28 （14）

得意科目 103 （25） 76 （23） 101 （24） 76 （23） 19 （4） 15 （4）
２教科型 112 （39） 76 （32） 110 （37） 75 （31） 27 （11） 17 （10）

Ｂ日程 10 59 （17） 40 （16） 53 （16） 36 （15） 10 （4） 5 （3）
Ｃ日程 10 60 （15） 34 （13） 58 （14） 32 （12） 12 （4） 6 （4）
合　計 80 862 （199） 552 （164） 846 （193） 542 （160） 202 （46） 117 （39）

経営

Ｖ方式（センター利用） 20 388 （113） 280 （101） 388 （113） 280 （101） 106 （31） 70 （24）

Ａ日程
３教科型

50
499 （156） 379 （140） 490 （153） 375 （139） 98 （20） 63 （18）

得意科目 210 （61） 162 （51） 205 （60） 158 （50） 41 （11） 34 （10）
２教科型 145 （46） 99 （40） 134 （44） 94 （38） 30 （13） 20 （10）

Ｂ日程 10 89 （27） 59 （23） 78 （25） 51 （21） 12 （5） 9 （4）
Ｃ日程 10 60 （16） 37 （12） 53 （16） 35 （12） 10 （4） 6 （3）
合　計 90 1,391 （419） 1,016 （367） 1,348 （411） 993 （361） 297 （84） 202 （69）

人
間
開
発

初等教育

Ｖ方式（センター利用） 15 365 （153） 263 （121） 365 （153） 263 （121） 62 （27） 43 （22）

Ａ日程
３教科型

35
367 （133） 289 （113） 362 （130） 284 （110） 60 （23） 42 （18）

得意科目 311 （118） 237 （99） 305 （114） 231 （95） 50 （22） 38 （19）
２教科型 123 （55） 92 （43） 117 （52） 88 （41） 8 （4） 6 （3）

Ｂ日程 5 127 （44） 90 （38） 110 （40） 77 （34） 20 （8） 14 （8）
Ｃ日程 5 95 （36） 66 （29） 92 （36） 64 （29） 12 （4） 7 （3）
合　計 60 1,388 （539） 1,037 （443） 1,351 （525） 1,007 （430） 212 （88） 150 （73）

健康体育

Ｖ方式（センター利用） 10 239 （77） 164 （57） 239 （77） 164 （57） 43 （14） 29 （10）

Ａ日程
３教科型

35
317 （88） 236 （69） 312 （86） 233 （68） 56 （17） 35 （14）

得意科目 191 （72） 144 （59） 186 （70） 140 （57） 35 （12） 26 （10）
２教科型 73 （18） 55 （14） 70 （18） 52 （14） 7 （2） 7 （2）

Ｂ日程 5 118 （43） 90 （34） 105 （39） 80 （31） 7 （2） 4 （1）
Ｃ日程 5 72 （24） 53 （21） 70 （24） 51 （21） 7 （1） 4 （1）
合　計 55 1,010 （322） 742 （254） 982 （314） 720 （248） 155 （48） 105 （38）

子ども支援

Ｖ方式（センター利用） 10 116 （91） 106 （88） 116 （91） 106 （88） 26 （21） 22 （19）

Ａ日程
３教科型

35
142 （125） 130 （119） 138 （121） 126 （115） 32 （30） 29 （28）

得意科目 115 （98） 105 （93） 114 （97） 104 （92） 27 （21） 25 （21）
２教科型 68 （62） 63 （60） 65 （59） 60 （57） 7 （5） 6 （4）

Ｂ日程 5 60 （52） 54 （51） 52 （44） 46 （43） 14 （11） 12 （11）
Ｃ日程 5 34 （28） 25 （23） 32 （27） 24 （22） 7 （6） 5 （5）
合　計 55 535 （456） 483 （434） 517 （439） 466 （417） 113 （94） 99 （88）

総　計 1,265 19,183 （7,306） 13,744 （5,983） 18,556 （7,075） 13,389 （5,819） 4,819（1,776） 3,287（1,426）
（注）A日程の募集人員は、３日間（３教科型・得意科目重視型・２教科型）の合算です。
　・文学部の募集割合は、およそ３教科型45％、得意科目重視型35％、２教科型20％となります。
　・神道文化学部の募集割合は、およそ３教科型35％、得意科目重視型35％、２教科型30％となります。
　・�法学部法律学科の募集割合は、法律専攻については、およそ３教科型60％、得意科目重視型20％、２教科型20％、法律専門職専攻について

は、およそ３教科型35％、得意科目重視型65％、政治専攻については、およそ３教科型55％、得意科目重視型45％となります。
　・経済学部の募集割合は、およそ３教科型50％、得意科目重視型35％、２教科型15％となります。
　・人間開発学部の募集割合は、およそ３教科型45%、得意科目重視型45%、２教科型10%となります。
（注）平成27年度から、Ａ日程２教科型はＡ日程学部学科特色型に移行します。

　

国
学
院
大
学
で
は
、
５
月
23
日
に
学

術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル

で
高
等
学
校
教
職
員
を
対
象
に
し
た
入

試
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
４
０
人

が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
赤
井
益
久
学
長
か
ら

開
催
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
山
西
治

男
入
学
試
験
委
員
長
・
文
学
部
教
授

が
、
本
学
の
学
び
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
と
、
在
学
生
代
表
と
し

て
五
十
嵐
大
樹
君
（
日
文
４
）
が
「
国

学
院
大
学
は
学
び
続
け
る
学
生
に
と
っ

て
最
適
な
環
境
」
と
付
け
加
え
た
。
そ

の
後
、
入
学
課
員
か
ら
平
成
26
年
度
入

試
結
果
と
平
成
27
年
度
の
概
要
説
明

や
、
中
川
孝
博
入
学
試
験
委
員
・
法
学

部
教
授
か
ら
法
学
部
の
教
育
改
革
の
取

り
組
み
、
成
果
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ

　

今
年
度
で
第
10
回
と
な
る
、

本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
の
巡
回

展
示
「
学
び
へ
の
誘
い
」
が
、

６
月
７
日
か
ら
紀
伊
国
屋
書
店

札
幌
本
店
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
「
戦
国
・
織
豊
期
の
古
文

書
」
と
題
し
、
戦
国
初
期
の
名

将
太
田
道
灌
の
史
料
で
有
名
な

「
太
田
道
灌
状
」
や
、
天
下
人

の
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳

川
家
康
の
書
状
、
ま
た
毛
利
輝

元
が
黒
田
如
水
（
官
兵
衛
）
を

茶
会
に
招
い
た
内
容
の
書
状
な

ど
、
約
30
点
が
展
示
。
展
示
資

料
の
中
に
は
新
出
史
料
や
自
筆

文
書
、
当
時
の
ま
ま
の
形
を
残

し
た
文
書
な
ど
、
史
料
価
値
の

高
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

今
後
、６
月
16
日（
月
）か
ら

本
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、９

月
13
日（
土
）か
ら
松
本
市
時
計

博
物
館
、10
月
４
日（
土
）か
ら

新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ
ス
と

き
め
い
と
、10
月
18
日（
土
）か

ら
本
学
博
物
館
を
巡
回
す
る
。

各
会
場
と
も
入
場
無
料
。詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

教
員
対
象
平
成
27
年
度

入
試
説
明
会
開
催

学
び
へ
の
誘
い

「
戦
国・織
豊
期
の
古
文
書
」展
は
じ
ま
る

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
赤
井
学
長

平成27年度大学院
７月入学試験日程
経済学研究科学内推薦

課程 前期
募集人員 若干名

願書受付
平成26年
７月４日（金）～
７月11日（金）

試験日（面接） ７月16日（水）
合格発表 ７月18日（金）
手続期間 一般入試に同じ
要項配布 ６月18日（水）～

詳細は下記へお問い合わせください
【問い合わせ先】
大学院事務課　☎03・5466・0142

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
展
示
会
場

た
。
説
明
会
終
了
後
に
は
、
会
場
前
の

ホ
ー
ル
で
学
部
学
科
ご
と
の
個
別
相
談

会
や
、
図
書
館
・
博
物
館
の
施
設
見
学

が
行
わ
れ
た
。

す
る
な
ど
、
企
業
の
希
望
と
掛

け
離
れ
て
苦
戦
す
る
者
も
多
か

っ
た
。
ま
た
、
安
易
な
志
望
動

機
に
よ
り
、
内
定
獲
得
に
苦
労

す
る
学
生
も
目
立
っ
た
。

　

就
職
活
動
で
は
、
自
ら
主
体

性
を
持
っ
て
行
動
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
昨
今
、
子
ど

も
の
就
職
活
動
を
心
配
す
る
あ

ま
り
、
親
が
干
渉
し
過
ぎ
る
ケ

ー
ス
が
目
立
つ
が
、
必
ず
し
も

良
い
結
果
に
は
結
び
付
い
て
い

な
い
。

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
課
・
教
職
セ
ン
タ
ー
・
神
道

研
修
事
務
課
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

事
務
課
で
、
各
種
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
模
擬
面
接
指
導
会

や
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
対
策
な
ど
、
他
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
講
座

を
、
企
業
等
の
採
用
実
態
に
合

わ
せ
多
く
用
意
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
受
講
し
な
い
学
生
も

多
い
。
就
職
は
人
生
の
一
大

事
。
積
極
的
な
活
用
を
願
い
た

い
。

　

公
務
員
の
採
用
試
験
実
施
状

況
は
、
国
家
公
務
員
総
合
職
で

14
・
８
倍
（
24
年
度
19
・
９

倍
）、
国
家
公
務
員
一
般
職

（
行
政
）
で
６
・
０
倍
（
同
15

・
８
倍
）
で
あ
っ
た
。
地
方
公

務
員
で
は
、
上
級
職
で
東
京
都

Ⅰ
類
（
行
政
）
７
・
５
倍
を
は

じ
め
、
各
道
府
県
で
倍
率
が
軒

並
み
10
倍
前
後
と
な
っ
た
。
ま

た
、
政
令
指
定
都
市
を
中
心
と

し
た
市
役
所
で
も
12
倍
前
後
。

警
視
庁
警
察
官
Ⅰ
類
男
性
９
・

１
倍
、
女
性
10
・
５
倍
、
他
の

道
府
県
警
察
で
も
５
倍
前
後
で

あ
る
。

　

本
学
で
の
公
務
員
へ
の
就
職

状
況
は
、国
家
公
務
員
総
合
職

で
1
人
、そ
の
他
の
国
家
公
務

員
で
９
人
、都
道
府
県
上
級
行

政
職
が
５
人
、市
役
所
・
町
村
役

場
の
行
政
職
で
33
人
、東
京
都

特
別
区
Ⅰ
類
行
政
職
で
７
人
、

警
察
官
が
30
人
、消
防
官
で
７

人
、そ
の
他
の
地
方
公
務
員
が

化
学
部
で
は
、
神
職
57
％
、
卸

・
小
売
10
％
、
製
造
５
％
、
公

務
員
５
％
、
ほ
か
。
人
間
開
発

学
部
で
は
、
教
育
53
％
、
サ
ー

ビ
ス
11
％
、
卸
・
小
売
８
％
、

製
造
６
%
、
金
融
６
％
、
ほ

か
と
な
っ
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
そ

れ
に
続
く
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
る
景
気
下
落
と
経
済
停

滞
も
、
こ
こ
一
年
余
り
の
積
極

的
な
金
融
・
財
政
政
策
に
よ
り

好
転
し
、
回
復
を
見
せ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
企
業
関

係
の
採
用
意
欲
も
高
ま
り
、
平

成
25
年
度
の
新
卒
有
効
求
人
倍

率
は
１
・
61
倍
と
、
大
幅
な
上

昇
を
見
せ
た
。

　

本
学
の
就
職
動
向
を
見
る

と
、
大
手
著
名
企
業
へ
の
志
向

は
高
い
が
、
業
界
や
企
業
研
究

が
甘
く
、
広
域
な
勤
務
を
敬
遠

■
建
設
業　
五
洋
建
設
／
松
井
建
設
／
関
電
工
／
昱
／
東
亜
道
路

工
業
／
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
／
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
／
積
水

ハ
ウ
ス
／
大
和
ハ
ウ
ス
工
業　
■
マ
ス
コ
ミ　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
／
静
岡
新
聞
社
／
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
／
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
／
Ｉ

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
日
本
経
済
広
告
社
／
北
國
新
聞
社
／
富
山
テ
レ

ビ
放
送　
■
食
品
製
造
業　
ノ
ー
ベ
ル
製
菓
／
日
本
食
研
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
／
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
／
中
村
屋
／
伊
藤
園
／
カ
バ
ヤ

食
品
／
亀
田
製
菓
／
メ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ム
パ
ニ
ー　
■
製

造
業　
新
日
鐵
住
金
／
い
す
ゞ
自
動
車
／
協
和
発
酵
キ
リ
ン
／
資

生
堂
／
デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
／
フ
ァ
ン
ケ
ル
／
塩
野
義
製
薬
／
大

塚
製
薬
／
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス 

フ
ァ
ー
マ
／
三
菱
電
機
／
ス
タ
ン
レ

ー
電
気
／
セ
ガ
／
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
／
タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／
河
合
楽

器
製
作
所
／
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
／
デ
サ
ン
ト
／
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル

ギ
ー　
■
卸
売
業　
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
情
報
シ
ス
テ
ム
／
リ
コ
ー
ジ
ャ

パ
ン
／
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
／
国
分
／
旭
食
品
／
日
本
酒
類
販
売
／

良
品
計
画
／
ト
ー
ハ
ン
／
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
／
岡
村
製
作
所　

■
小
売
業　
そ
ご
う
・
西
武
／
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
／
セ
ブ
ン
-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
／
ロ
ー
ソ
ン
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／
三

省
堂
書
店
／
東
急
ス
ト
ア
／
ユ
ザ
ワ
ヤ
商
事　
■
銀
行　
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
／
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
／
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
／
り
そ
な
銀
行
／
横
浜
銀
行
／
千
葉
銀
行
／
常
陽

銀
行
／
武
蔵
野
銀
行
／
静
岡
銀
行
／
第
四
銀
行
／
八
十
二
銀
行
／

城
南
信
用
金
庫　
■
証
券
業　
野
村
證
券
／
大
和
証
券
／
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
日
興
証
券
／
み
ず
ほ
証
券　
■
生
保
・
損
保
・
そ

の
他　
か
ん
ぽ
生
命
保
険
／
住
友
生
命
保
険
／
第
一

生
命
保
険
／
日
本
生
命
保
険
／
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
／

ジ
ャ
ッ
ク
ス
／
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
／
三
井
住
友
海
上

火
災
保
険
／
明
治
安
田
生
命
保
険　
■
不
動
産
業　

住
友
不
動
産
販
売
／
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
／
野

村
不
動
産
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
不
動
産

販
売
／
東
急
リ
バ
ブ
ル
／
明
和
地
所　
■
運
輸
・
通

信
・
旅
行
・
観
光
業　
東
日
本
旅
客
鉄
道
／
東
京
地

下
鉄
／
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
／
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス

カ
イ
／
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
／
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
リ
コ

ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
／
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
／
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
／
ク
ラ
ブ
ツ

ー
リ
ズ
ム
／
日
本
旅
行
／
佐
川
急
便
／
ア
サ
ガ
ミ
／

日
本
郵
便　
■
サ
ー
ビ
ス
業　
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
／

八
芳
園
／
目
黒
雅
叙
園
／
東
京
會
舘
／
星
野
リ
ゾ
ー

ト
／
小
田
急
箱
根
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
綜
合
警
備
保
障
／
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
／

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
／
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ

ン
ド　
■
組
合
・
団
体　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
／

日
本
年
金
機
構
／
日
本
文
化
興
隆
財
団　
■
公
務
員
【
国
家
公
務

員
】　
厚
生
労
働
省
／
法
務
省
／
裁
判
所
事
務
官
／
自
衛
隊
／
国

立
大
学
法
人
等　
■
公
務
員
【
地
方
公
務
員
】　
東
京
都
／
埼
玉

県
／
千
葉
県
／
茨
城
県
／
福
島
県
／
東
京
都
特
別
区
／
市
町
村
役

場
／
警
視
庁
／
県
警
察
／
東
京
消
防
庁
／
市
区
町
村
消
防
本
部

（
局
・
組
合
）　
■
教
員　
公
立
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校

・
特
別
支
援
学
校
／
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
／
私
立
高
等
学
校
・

中
学
校
・
小
学
校
／
公
立
幼
稚
園　
■
神
職　
神
宮
司
廳
／
神
社

本
庁
／
宮
内
庁
掌
典
職
／
北
海
道
神
宮
／
太
平
山
三
吉
神
社
／
福

島
縣
護
國
神
社
／
大
洗
磯
前
神
社
／
日
光
東
照
宮
／
高
麗
神
社
／

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
／
神
田
神
社
／
靖
國
神
社
／
井
草
八
幡
宮
／

大
國
魂
神
社
／
大
宮
八
幡
宮
／
根
津
神
社
／
日
枝
神
社
／
布
多
天

神
社
／
明
治
神
宮
／
代
々
木
八
幡
宮
／
鶴
岡
八
幡
宮
／
伊
勢
原
大

神
宮
／
寒
川
神
社
／
白
山
神
社
／
彌
彦
神
社
／
北
口
本
宮
冨
士
浅

間
神
社
／
来
宮
神
社
／
三
嶋
大
社
／
賀
茂
御
祖
神
社
／
貴
船
神
社

／
伏
見
稲
荷
大
社
／
石
切
劔
箭
神
社
／
大
阪
天
満
宮
／
道
明
寺
天

満
宮
／
春
日
大
社
／
橿
原
神
宮
／
熊
野
速
玉
大
社
／
宇
倍
神
社
／

出
雲
大
社
／
金
刀
比
羅
宮
／
太
宰
府
天
満
宮
／
宮
地
嶽
神
社
／
宗

像
大
社
／
祐
徳
稲
荷
神
社
／
宇
佐
神
宮

新
卒
求
人
倍
率
1.61
倍
、0.33
ポ
イ
ン
ト
上
昇
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国
学
院
大
学
で
は
、
５
月
23
日
に
学

術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル

で
高
等
学
校
教
職
員
を
対
象
に
し
た
入

試
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
４
０
人

が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
赤
井
益
久
学
長
か
ら

開
催
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
山
西
治

男
入
学
試
験
委
員
長
・
文
学
部
教
授

が
、
本
学
の
学
び
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
と
、
在
学
生
代
表
と
し

て
五
十
嵐
大
樹
君
（
日
文
４
）
が
「
国

学
院
大
学
は
学
び
続
け
る
学
生
に
と
っ

て
最
適
な
環
境
」
と
付
け
加
え
た
。
そ

の
後
、
入
学
課
員
か
ら
平
成
26
年
度
入

試
結
果
と
平
成
27
年
度
の
概
要
説
明

や
、
中
川
孝
博
入
学
試
験
委
員
・
法
学

部
教
授
か
ら
法
学
部
の
教
育
改
革
の
取

り
組
み
、
成
果
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ

　

今
年
度
で
第
10
回
と
な
る
、

本
学
所
蔵
の
学
術
資
産
の
巡
回

展
示
「
学
び
へ
の
誘
い
」
が
、

６
月
７
日
か
ら
紀
伊
国
屋
書
店

札
幌
本
店
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
「
戦
国
・
織
豊
期
の
古
文

書
」
と
題
し
、
戦
国
初
期
の
名

将
太
田
道
灌
の
史
料
で
有
名
な

「
太
田
道
灌
状
」
や
、
天
下
人

の
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳

川
家
康
の
書
状
、
ま
た
毛
利
輝

元
が
黒
田
如
水
（
官
兵
衛
）
を

茶
会
に
招
い
た
内
容
の
書
状
な

ど
、
約
30
点
が
展
示
。
展
示
資

料
の
中
に
は
新
出
史
料
や
自
筆

文
書
、
当
時
の
ま
ま
の
形
を
残

し
た
文
書
な
ど
、
史
料
価
値
の

高
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

今
後
、６
月
16
日（
月
）か
ら

本
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、９

月
13
日（
土
）か
ら
松
本
市
時
計

博
物
館
、10
月
４
日（
土
）か
ら

新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ
ス
と

き
め
い
と
、10
月
18
日（
土
）か

ら
本
学
博
物
館
を
巡
回
す
る
。

各
会
場
と
も
入
場
無
料
。詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
赤
井
学
長

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
展
示
会
場

　

平
成
25
年
度
の
就
職
状
況
は
、
景
気
回
復
の
後
押
し
を
受
け
て
、
学
生
に
と
っ
て
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
と
東
日
本
大
震
災
後
、
久
々
の
好
環
境
と
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
採
用
側
の
厳
選
傾
向
に
は
変
わ
り
な
く
、
早
期
か
ら
確
固
と
し
た
「
就
職
観
」
を
身

に
付
け
て
就
職
活
動
に
臨
ん
だ
学
生
が
、
希
望
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
首
尾
よ
く
内
定
を
得
て
い
る

と
い
う
状
況
に
変
わ
り
が
な
い
。 

（
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
）

教

員

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
・

大
学
院
生
に
お
け
る
今
春
卒
業

生
の
教
員
就
職
者
（
専
任
教
諭

・
講
師
等
）
は
、
総
勢
84
人
で

あ
っ
た
。
新
規
学
卒
採
用
者
の

内
訳
は
、 

公
立
中
学
校
・
高
等

学
校
の
専
任
教
員
合
計
、
13
人

（
昨
年
度
12
人
）、
私
立
中
学

校
・
高
等
学
校
、
専
任
教
員
合

計
、
14
人
（
同
５
人
）
続
い

て
、
公
立
・
私
立
学
校
全
校
種

の
臨
時
任
用
教
員
・
講
師
（
時

間
給
講
師
含
む
）
等
合
計
、
57

人
（
同
37
人
）
と
な
り
、
今
年

度
は
、
昨
年
比
べ
、
30
人
増
と

躍
進
し
た
。
中
に
は
卒
業
直
前

ま
た
は
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

採
用
が
決
ま
っ
た
者
も
多
く
、

こ
の
背
景
に
は
、
首
都
圏
公
立

・
私
立
学
校
の
臨
時
任
用
教
員

ま
た
は
講
師
（
時
間
給
勤
講
師

含
む
）
等
の
教
員
求
人
が
３
月

中
旬
か
ら
４
月
下
旬
頃
ま
で
年

度
を
越
え
て
数
多
く
教
職
セ
ン

タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
卒
業
後
も
、
本
学
に
届
く

教
員
求
人
を
斡
旋
・
紹
介
す
る

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
（
教
員
求

人
登
録
）
に
、
多
く
の
学
生
が

登
録
し
た
こ
と
に
よ
り
、
求
人

先
の
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

作
業
が
効
果
を
挙
げ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
本
学
独
自
調
査
に
よ

る
既
卒
者
の
公
立
中
学
校
・
高

等
学
校
専
任
教
員
合
格
者
は
52

人
。（
東
京
都
他
、
21
自
治
体

教
育
委
員
会
に
対
す
る
聞
き
取

り
調
査
）
平
成
26
年
４
月
採
用

の
公
立
中
学
校
・
高
等
学
校
専

任
教
員
採
用
者
総
数
（
新
規
学

卒
者
・
既
卒
者
含
む
）
は
、
65

人
で
あ
っ
た
。

　

本
学
学
生
の
教
員
採
用
試
験

受
験
状
況
（
公
・
私
立
学
校
含

む
）
は
、
教
職
課
程
単
位
修
得

者
２
８
９
人
の
う
ち
、
１
１
７

人
が
受
験
し
た
。
教
員
免
許
状

を
取
得
し
、
か
つ
、
教
員
採
用

試
験
を
受
験
し
た
学
生
を
教
員

志
望
者
と
し
た
場
合
、
教
員
志

望
者
に
対
す
る
教
員
就
職
率
は

71
・
7
％
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
昨
今
の
教
員
採
用
試

験
で
は
独
学
で
の
採
用
試
験
突

破
は
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
平
成

18
年
度
中
教
審
答
申
「
今
後
の

教
員
養
成
・
免
許
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
〜
教
員
養
成
・
免

許
制
度
の
改
革
の
具
体
的
方

策
」
以
降
に
見
ら
れ
る
全
国
的

な
採
用
方
針
の
変
化
が
あ
げ
ら

れ
る
。
近
年
は
、
教
育
者
と
し

て
の
使
命
感
、
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

に
裏
付
け
ら
れ
た
確
か
な
指
導

力
な
ど
を
備
え
た
優
れ
た
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
人
物
評
価
を
重
視

し
た
選
考
に
移
行
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
受
験
者
の
資
質
能

力
、
適
性
を
多
面
的
に
評
価
す

る
た
め
に
教
養
・
専
門
な
ど
の

筆
記
試
験
の
ほ
か
に
、
１
次
試

験
の
段
階
で
、
面
接
、
実
技
、

作
文
・
論
文
、
模
擬
授
業
等
の

多
様
な
方
法
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
採
用
選
考
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
採
用
試
験
の
多
様
化
に

よ
り
、
教
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
間
性
や
教
育
的
実
践
力
に

比
重
を
置
い
て
い
る
採
用
側
の

姿
勢
や
、
受
験
年
齢
制
限
の
緩

和
等
に
よ
り
、
新
規
学
卒
者
よ

り
現
場
経
験
が
あ
り
、
即
戦
力

と
し
て
期
待
で
き
る
講
師
経
験

者
の
合
格
率
が
高
く
、
こ
の
傾

向
に
変
化
は
な
い
。

　

最
後
に
、
現
役
合
格
者
に
見

ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
た
い
。
彼
ら
は
教
員
を
目

指
す
上
で
最
も
大
切
な
志
望
の

動
機
が
他
の
学
生
に
比
べ
強
固

で
あ
っ
た
。「
な
ぜ
、
教
員
を

目
指
す
の
か
」、「
教
員
と
し
て

何
が
や
り
た
い
の
か
」「
自
分

に
は
何
が
出
来
る
の
か
」
な

ど
、
こ
れ
ら
志
望
の
動
機
を
具

現
化
す
べ
く
、
大
学
１
・
２
年

次
か
ら
、
学
校
現
場
へ
赴
き
、

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
学

習
補
助
等
、
現
場
体
験
活
動
に

よ
る
志
望
動
機
の
醸
成
が
、
３

年
生
か
ら
始
ま
る
本
格
的
受
験

対
策
に
お
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
持
続
に
繋
が
っ
て
お
り
、

結
果
と
し
て
努
力
し
続
け
ら
れ

た
学
生
が
合
格
を
手
繰
り
寄
せ

た
と
思
わ
れ
る
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス 

�

（
人
間
開
発
学
部
）

　

人
間
開
発
学
部
２
期
生
と
な

る
今
春
の
卒
業
生
は
、
初
等
教

育
学
科
、
健
康
体
育
学
科
を
合

わ
せ
て
81
人
が
新
た
に
教
壇
に

立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

合
格
者
内
訳
は
、
公
立
小
学

校
37
人
、
公
立
中
学
校
１
人

（
保
健
体
育
科
１
人
）
の
計
38

人
。
臨
時
任
用
・
非
常
勤
講
師

は
、
公
立
全
校
種
計
41
人
、
私

立
学
校
２
人
で
あ
っ
た
。

　

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の

受
験
状
況
は
、
小
学
校
・
保
健

体
育
の
教
職
課
程
履
修
者
の

内
、
受
験
者
は
約
３
分
の
２
、

１
０
７
人
程
度
で
あ
っ
た
。
同

学
部
の
定
員
数
か
ら
見
る
と
半

数
の
学
生
が
受
験
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

同
学
部
生
が
通
う
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教

員
就
職
支
援
と
し
て
は
、
正
課

授
業
に
お
い
て
小
学
校
・
保
健

体
育
の
教
職
課
程
に
て
教
員
と

し
て
の
専
門
性
、
資
質
、
能
力

が
身
に
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
課

外
支
援
と
し
て
、
教
職
員
が
一

体
と
な
り
人
間
開
発
学
部
教
職

対
策
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
教

員
採
用
試
験
対
策
に
関
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
指
導
会
を
年
次
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
校
長
経
験
が
あ

り
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政

勤
務
経
験
が
あ
る
院
友
を
教
職

顧
問
と
し
て
招
き
、
教
員
採
用

試
験
サ
ポ
ー
ト
室
で
論
文
指
導

や
教
員
就
職
に
関
す
る
個
別
相

談
の
対
応
、
教
員
採
用
試
験
対

策
講
座
の
実
施
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
学
部
で
は
、
学
部

附
設
機
関
と
し
て
、
教
育
実
践

総
合
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
学

部
生
が
将
来
的
に
教
職
ま
た
は

社
会
教
育
指
導
者
と
し
て
、
進

ん
で
地
域
社
会
と
携
わ
る
う
え

で
求
め
ら
れ
る
実
践
的
指
導
力

を
育
成
す
る
た
め
に
事
業
展
開

を
し
て
い
る
。
学
生
支
援
と
し

て
は
、
２
年
次
に
正
課
授
業
と

し
て
開
講
さ
れ
る
教
育
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
、
課
外
活
動
と

し
て
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
事
前
指
導
や
巡
回
指

導
、
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。

　

授
業
、
課
外
支
援
と
両
面
か

ら
の
教
員
養
成
支
援
体
制
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
き

め
細
か
い
支
援
体
制
に
よ
り
、

学
生
の
教
員
就
職
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
続
さ
せ
、

多
く
の
卒
業
生
を
教
育
界
に
輩

出
す
る
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

就

職

率

　

平
成
25
年
度
の
本
学
の
就
職

状
況
は
、
全
体
の
就
職
率
で
90

・
４
％
（
就
職
希
望
者
に
対
す

る
就
職
者
の
割
合
）
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
・
３
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

　

学
部
別
に
み
る
と
、
文
学
部

で
は
86
・
８
％
、
法
学
部
で
は

90
・
３
％
、
経
済
学
部
で
は
90

す
る
な
ど
、
企
業
の
希
望
と
掛

け
離
れ
て
苦
戦
す
る
者
も
多
か

っ
た
。
ま
た
、
安
易
な
志
望
動

機
に
よ
り
、
内
定
獲
得
に
苦
労

す
る
学
生
も
目
立
っ
た
。

　

就
職
活
動
で
は
、
自
ら
主
体

性
を
持
っ
て
行
動
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
昨
今
、
子
ど

も
の
就
職
活
動
を
心
配
す
る
あ

ま
り
、
親
が
干
渉
し
過
ぎ
る
ケ

ー
ス
が
目
立
つ
が
、
必
ず
し
も

良
い
結
果
に
は
結
び
付
い
て
い

な
い
。

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
課
・
教
職
セ
ン
タ
ー
・
神
道

研
修
事
務
課
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

事
務
課
で
、
各
種
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、
模
擬
面
接
指
導
会

や
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
対
策
な
ど
、
他
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
講
座

を
、
企
業
等
の
採
用
実
態
に
合

わ
せ
多
く
用
意
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
受
講
し
な
い
学
生
も

多
い
。
就
職
は
人
生
の
一
大

事
。
積
極
的
な
活
用
を
願
い
た

い
。

公

務

員

　

公
務
員
の
採
用
試
験
実
施
状

況
は
、
国
家
公
務
員
総
合
職
で

14
・
８
倍
（
24
年
度
19
・
９

倍
）、
国
家
公
務
員
一
般
職

（
行
政
）
で
６
・
０
倍
（
同
15

・
８
倍
）
で
あ
っ
た
。
地
方
公

務
員
で
は
、
上
級
職
で
東
京
都

Ⅰ
類
（
行
政
）
７
・
５
倍
を
は

じ
め
、
各
道
府
県
で
倍
率
が
軒

並
み
10
倍
前
後
と
な
っ
た
。
ま

た
、
政
令
指
定
都
市
を
中
心
と

し
た
市
役
所
で
も
12
倍
前
後
。

警
視
庁
警
察
官
Ⅰ
類
男
性
９
・

１
倍
、
女
性
10
・
５
倍
、
他
の

道
府
県
警
察
で
も
５
倍
前
後
で

あ
る
。

　

本
学
で
の
公
務
員
へ
の
就
職

状
況
は
、国
家
公
務
員
総
合
職

で
1
人
、そ
の
他
の
国
家
公
務

員
で
９
人
、都
道
府
県
上
級
行

政
職
が
５
人
、市
役
所
・
町
村
役

場
の
行
政
職
で
33
人
、東
京
都

特
別
区
Ⅰ
類
行
政
職
で
７
人
、

警
察
官
が
30
人
、消
防
官
で
７

人
、そ
の
他
の
地
方
公
務
員
が

化
学
部
で
は
、
神
職
57
％
、
卸

・
小
売
10
％
、
製
造
５
％
、
公

務
員
５
％
、
ほ
か
。
人
間
開
発

学
部
で
は
、
教
育
53
％
、
サ
ー

ビ
ス
11
％
、
卸
・
小
売
８
％
、

製
造
６
%
、
金
融
６
％
、
ほ

か
と
な
っ
て
い
る
。

企

業

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
そ

れ
に
続
く
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
る
景
気
下
落
と
経
済
停

滞
も
、
こ
こ
一
年
余
り
の
積
極

的
な
金
融
・
財
政
政
策
に
よ
り

好
転
し
、
回
復
を
見
せ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
企
業
関

係
の
採
用
意
欲
も
高
ま
り
、
平

成
25
年
度
の
新
卒
有
効
求
人
倍

率
は
１
・
61
倍
と
、
大
幅
な
上

昇
を
見
せ
た
。

　

本
学
の
就
職
動
向
を
見
る

と
、
大
手
著
名
企
業
へ
の
志
向

は
高
い
が
、
業
界
や
企
業
研
究

が
甘
く
、
広
域
な
勤
務
を
敬
遠

・
０
％
、
神
道
文
化
学
部
で
は

96
・
０
％
、
人
間
開
発
学
部
で

は
98
・
４
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、
文
学
部

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
24
％
、
卸
・

小
売
21
％
、
教
育
17
％
、
製
造

９
%
、
金
融
７
％
、
ほ
か
。

法
学
部
で
は
、
卸
・
小
売
23

％
、
サ
ー
ビ
ス
23
％
、
金
融
12

％
、
公
務
員
10
％
、
製
造
７

％
、
不
動
産
７
％
、
ほ
か
。
経

済
学
部
で
は
、
卸
・
小
売
24

％
、
サ
ー
ビ
ス
23
％
、
金
融
13

％
、
製
造
10
％
、
建
設
６
％
、

不
動
産
６
％
、
ほ
か
。
神
道
文

公務員採用推移
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年
度
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年
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度

0

20

40

60

80

100

120

71

8

74

地方公務員
国家公務員

18

84 92

13 10

99

11

98

13

85

10

（人）

■
建
設
業　
五
洋
建
設
／
松
井
建
設
／
関
電
工
／
昱
／
東
亜
道
路

工
業
／
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
／
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
／
積
水

ハ
ウ
ス
／
大
和
ハ
ウ
ス
工
業　
■
マ
ス
コ
ミ　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
／
静
岡
新
聞
社
／
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
／
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
／
Ｉ

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
日
本
経
済
広
告
社
／
北
國
新
聞
社
／
富
山
テ
レ

ビ
放
送　
■
食
品
製
造
業　
ノ
ー
ベ
ル
製
菓
／
日
本
食
研
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
／
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
／
中
村
屋
／
伊
藤
園
／
カ
バ
ヤ

食
品
／
亀
田
製
菓
／
メ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ム
パ
ニ
ー　
■
製

造
業　
新
日
鐵
住
金
／
い
す
ゞ
自
動
車
／
協
和
発
酵
キ
リ
ン
／
資

生
堂
／
デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
／
フ
ァ
ン
ケ
ル
／
塩
野
義
製
薬
／
大

塚
製
薬
／
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス 

フ
ァ
ー
マ
／
三
菱
電
機
／
ス
タ
ン
レ

ー
電
気
／
セ
ガ
／
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
／
タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／
河
合
楽

器
製
作
所
／
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
／
デ
サ
ン
ト
／
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル

ギ
ー　
■
卸
売
業　
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
情
報
シ
ス
テ
ム
／
リ
コ
ー
ジ
ャ

パ
ン
／
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
／
国
分
／
旭
食
品
／
日
本
酒
類
販
売
／

良
品
計
画
／
ト
ー
ハ
ン
／
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
／
岡
村
製
作
所　

■
小
売
業　
そ
ご
う
・
西
武
／
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
／
セ
ブ
ン
-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
／
ロ
ー
ソ
ン
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／
三

省
堂
書
店
／
東
急
ス
ト
ア
／
ユ
ザ
ワ
ヤ
商
事　
■
銀
行　
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
／
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
／
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
／
り
そ
な
銀
行
／
横
浜
銀
行
／
千
葉
銀
行
／
常
陽

銀
行
／
武
蔵
野
銀
行
／
静
岡
銀
行
／
第
四
銀
行
／
八
十
二
銀
行
／

城
南
信
用
金
庫　
■
証
券
業　
野
村
證
券
／
大
和
証
券
／
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
日
興
証
券
／
み
ず
ほ
証
券　
■
生
保
・
損
保
・
そ

の
他　
か
ん
ぽ
生
命
保
険
／
住
友
生
命
保
険
／
第
一

生
命
保
険
／
日
本
生
命
保
険
／
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
／

ジ
ャ
ッ
ク
ス
／
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
／
三
井
住
友
海
上

火
災
保
険
／
明
治
安
田
生
命
保
険　
■
不
動
産
業　

住
友
不
動
産
販
売
／
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
／
野

村
不
動
産
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
不
動
産

販
売
／
東
急
リ
バ
ブ
ル
／
明
和
地
所　
■
運
輸
・
通

信
・
旅
行
・
観
光
業　
東
日
本
旅
客
鉄
道
／
東
京
地

下
鉄
／
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
／
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス

カ
イ
／
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
／
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
リ
コ

ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
／
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
／
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
／
ク
ラ
ブ
ツ

ー
リ
ズ
ム
／
日
本
旅
行
／
佐
川
急
便
／
ア
サ
ガ
ミ
／

日
本
郵
便　
■
サ
ー
ビ
ス
業　
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
／

八
芳
園
／
目
黒
雅
叙
園
／
東
京
會
舘
／
星
野
リ
ゾ
ー

ト
／
小
田
急
箱
根
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
綜
合
警
備
保
障
／
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
／

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
／
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ

ン
ド　
■
組
合
・
団
体　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
／

日
本
年
金
機
構
／
日
本
文
化
興
隆
財
団　
■
公
務
員
【
国
家
公
務

員
】　
厚
生
労
働
省
／
法
務
省
／
裁
判
所
事
務
官
／
自
衛
隊
／
国

立
大
学
法
人
等　
■
公
務
員
【
地
方
公
務
員
】　
東
京
都
／
埼
玉

県
／
千
葉
県
／
茨
城
県
／
福
島
県
／
東
京
都
特
別
区
／
市
町
村
役

場
／
警
視
庁
／
県
警
察
／
東
京
消
防
庁
／
市
区
町
村
消
防
本
部

（
局
・
組
合
）　
■
教
員　
公
立
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校

・
特
別
支
援
学
校
／
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
／
私
立
高
等
学
校
・

中
学
校
・
小
学
校
／
公
立
幼
稚
園　
■
神
職　
神
宮
司
廳
／
神
社

本
庁
／
宮
内
庁
掌
典
職
／
北
海
道
神
宮
／
太
平
山
三
吉
神
社
／
福

島
縣
護
國
神
社
／
大
洗
磯
前
神
社
／
日
光
東
照
宮
／
高
麗
神
社
／

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
／
神
田
神
社
／
靖
國
神
社
／
井
草
八
幡
宮
／

大
國
魂
神
社
／
大
宮
八
幡
宮
／
根
津
神
社
／
日
枝
神
社
／
布
多
天

神
社
／
明
治
神
宮
／
代
々
木
八
幡
宮
／
鶴
岡
八
幡
宮
／
伊
勢
原
大

神
宮
／
寒
川
神
社
／
白
山
神
社
／
彌
彦
神
社
／
北
口
本
宮
冨
士
浅

間
神
社
／
来
宮
神
社
／
三
嶋
大
社
／
賀
茂
御
祖
神
社
／
貴
船
神
社

／
伏
見
稲
荷
大
社
／
石
切
劔
箭
神
社
／
大
阪
天
満
宮
／
道
明
寺
天

満
宮
／
春
日
大
社
／
橿
原
神
宮
／
熊
野
速
玉
大
社
／
宇
倍
神
社
／

出
雲
大
社
／
金
刀
比
羅
宮
／
太
宰
府
天
満
宮
／
宮
地
嶽
神
社
／
宗

像
大
社
／
祐
徳
稲
荷
神
社
／
宇
佐
神
宮

主要就職先一覧

新
卒
求
人
倍
率
1.61
倍
、0.33
ポ
イ
ン
ト
上
昇

前
年
度
よ
り
2.3
ポ
イ
ン
ト
上
昇

平
成
25
年
度 

就
職
率

サービス 21％

マスコミ
3％

運輸・通信
5％

卸・小売 20％教育 12％

金融 9％

建設
4％

公務員
5％

神職
5％

製造 8％

非営利 3％
不動産 5％

業種別就職状況（大学全体）

３
人
の
総
計
95
人
で
あ
っ
た
。

　

公
務
員
は
、
身
分
が
安
定
し

て
い
る
と
と
も
に
公
へ
の
奉
仕

と
し
て
の
働
き
が
い
が
あ
り
、

就
職
先
と
し
て
常
に
人
気
が
高

い
。
本
学
に
お
い
て
も
各
学
年

で
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
人
程
度

が
、
公
務
員
採
用
試
験
の
受
験

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
、
大
幅
な
国
家
公

務
員
の
定
員
削
減
と
採
用
抑
制

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
歪
み
を

是
正
す
る
た
め
の
緩
和
策
が
採

ら
れ
た
結
果
、
こ
こ
に
き
て
採

用
数
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
効
率
あ
る
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
変
わ
り
な
く
、
筆
記
試
験

合
格
後
の
二
次
試
験
で
は
、
民

間
企
業
と
同
様
の
集
団
面
接
や

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
公
務
員
に
お
い
て
も
一
般

企
業
と
同
様
に
、
能
動
的
な
志

望
理
由
と
積
極
性
が
求
め
ら
れ

る
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で

は
、
公
務
員
試
験
対
策
と
し

て
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
講
座
を
開
催
し
て

い
る
。
公
務
員
試
験
志
望
者
に

は
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
た
い
。
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と

し
て
の
公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研

究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
た
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
法
人
へ
の
指
定
寄
付
金
は
次

の
と
お
り
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る

「
指
定
寄
付
金
」に
ご
協
力
の
お
願
い

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
所
特
税
に
つ
い
て
は
、
特
定
公

益
増
進
法
人
へ
の
寄
付
金
と
し
て
の

「
所
得
控
除
」、
ま
た
は
一
定
要
件
を

満
た
し
た
学
校
法
人
な
ど
へ
の
寄
付
金

と
し
て
の
「
税
額
控
除
」
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
の
制
度
を
寄
付
者
が
選
択
し
、

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
く
の
場
合

「
税
額
控
除
」
を
選
択
し
た
方
が
、
減

免
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま

い
の
自
治
体
が
条
例
に
よ
り
本
法
人
へ

の
寄
付
を
税
額
控
除
の
対
象
と
指
定
し

て
い
る
場
合
に
限
り
、
確
定
申
告
を
行

う
こ
と
で
住
民
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

法
人
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
特

定
公
益
増
進
法
人
に
対
す
る
寄
付
金
と

し
て
扱
わ
れ
、
所
定
の
計
算
式
に
基
づ

く
限
度
額
ま
で
該
当
事
業
年
度
の
損
金

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寄
付
金
の
申
し
込
み
と
納
付
が
確
認

で
き
ま
し
た
ら
、
本
法
人
発
行
の
領
収

書
と
文
部
科
学
省
発
行
の
証
明
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な
ど
の

税
務
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
寄
付
金
の
お
申
し
込
み
や
手

続
き
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総
務
部
総
務
課
（
寄
付
金
担
当
）

☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
１
１

　

各
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
に
、

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

　７月14日（月）から、全学部生を対象としたアンケ
ート「国学院大学学生リアル調査」を実施します。
　同調査は、学生の意見を聴取して本学の改善につ
なげることを目的とした新しい試みです。Ｋ-ＳＭ
ＡＰＹの「お知らせ」から専用ウェブサイトにアク
セス、スマートフォンやパソコンなどを使って手軽
に回答できます。回答期間は７月31日（木）までの約
２週間です。
　アンケートは、学生の普段の生活習慣や、時間の
使い方、ＩＴ利用状況、授業・施設・窓口などへの
満足度、本学のイメージなど約30問で構成されて
います。ほとんどが選択肢から選ぶ方式ですが、自
由回答欄も設けています。集められたデータや意見
は、統計分析を経て学長にも届けられ、本学の今後
の施策に活かされることになります。
　回答に協力してくれた学生には、渋谷・たまプラ
ーザ両キャンパスの学生食堂で利用できる150円相
当のクーポン券がもれなく配信されます。さらに、
抽選で100人の学生に国学院大学オリジナル図書カ
ード（1000円分）が当たる特典も用意しています。
　アンケートの結果は、12月発行の「Ｋ：ＤＮＡ
（冬号）」で速報を掲載します。また、来年の学報
２月号では、調査結果を詳細に分析した特集記事を
掲載する予定です。
　学生の生の声を大学運営に反映させる良い機会で
す。調査の信頼性を上げるためにも、ぜひアンケー
トの回答にご協力ください。
　「学生リアル調査」に関するお問い合わせは、学
生生活課・たまプラーザ事務課まで。

あなたの声が大学を変える
学生リアル調査 ７月実施

　

文
化
庁
が
指
名
す
る
平
成
26

年
度
の
海
外
派
遣
型
「
文
化
交

流
使
」
に
、
金
春
（
こ
ん
ぱ

る
）
流
能
楽
師
の
山
井
綱
雄
氏

（
平
８
卒
・
104
期
文
）
を
含
め

た
８
人
が
指
名
さ
れ
、
４
月
28

日
に
霞
が
関
ビ
ル
東
海
大
学
校

友
会
館
（
千
代
田
区
）
望
星
の

間
で
、
文
化
交
流
使
指
名
書
交

付
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業

は
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
文

化
へ
の
理
解
や
日
本
と
諸
外
国

の
芸
術
家
・
文
化
人
等
の
連
携

協
力
を
促
進
し
、
国
際
文
化
交

流
の
進
行
を
図
る
た
め
、
平
成

15
年
に
は
じ
ま
っ
た
。

　

今
回
交
流
使
の
指
名
を
受
け

た
山
井
氏
は
、
能
楽
最
古
の
流

派
と
い
わ
れ
る
金
春
流
を
継
承

し
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
公
演
で
の

実
績
を
積
ん
で
い
る
。
同
氏
は

今
回
の
指
名
を
受
け
て
、
来
年

２
月
・
３
月
に
カ
ナ
ダ
、
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

能
の
所
作
や
謡
指
導
、
実
演
、

講
義
等
を
実
施
し
て
能
楽
の
普

及
・
振
興
を
行
う
予
定
。
ま
た

海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流

・
共
演
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
実
演
も
計
画
し
て
い
る
。

　

山
井
氏
は
、
国
内
外
で
の
活

躍
は
元
よ
り
、
本
学
在
学
中
に

自
身
が
結
成
し
た
能
楽
サ
ー
ク

ル
「
金
春
会
」
の
稽
古
指
導
を

継
続
す
る
な
ど
、
後
進
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

文
化
交
流
使
に
指
名
を
受

け
た
山
井
氏（
上
段
右
か
ら

２
番
目
）

院
友
・
山
井
氏
、

文
化
庁「
文
化
交
流
使
」に

　

４
月
29
日
付
で
春
の
叙
勲
、

第
22
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
内
閣
府
か
ら
発
令
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
判
っ
た
本
学
関
係

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
・
６
月
10
日
現
在
）

◇
旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功

労
）
▽
唐
眞
弘
安
（
昭
40
卒
・

73
期
政
経
、
元
那
覇
市
議
会
議

員
）
◇
瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
功

労
）
▽
植
木
良
一
（
昭
35
卒
・

68
期
文
、
元
公
立
高
等
学
校

長
）
◇
同
（
防
衛
行
政
事
務
功

労
）
▽
内
山
今
佐
己
（
昭
41
卒

・
74
期
政
経
２
、
元
技
術
研
究

本
部
総
務
部
総
務
課
長
）
◇
瑞

宝
双
光
章
（
郵
政
事
業
功
労
）

▽
小
栗
剛
一
（
昭
42
卒
・
75
期

法
、
元
日
本
郵
政
公
社
職
員
・

特
定
郵
便
局
長
）
◇
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）
▽
小
山
内
壽
一

（
昭
44
卒
・
77
期
法
、
元
青
森

県
木
造
地
区
消
防
事
務
組
合
消

防
司
令
長
）

　

な
お
、
他
の
受
賞
者
が
判
明

し
た
場
合
は
、
本
紙
６
２
７
号

（
平
成
26
年
９
月
10
日
付
）
以

降
に
紹
介
す
る
。

本
学
関
係
者
５
氏
が
受
賞

春
の
叙
勲

　

院
友
の
高
等
学
校
長
で
組
織
さ
れ

て
い
る
院
友
高
等
学
校
長
会
（
会
長

・ 

橋
本
喜
一
和
洋
九
段
女
子
中
学

校
高
等
学
校
長
、〔
昭
46
卒
・
79
期

文
２
〕）
の
総
会
が
５
月
21
日
午
後

６
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ

ワ
ー
会
議
室
02
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
橋
本
会
長
か
ら

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
し

た
21
人
の
院
友
校
長
に
対
し
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
赤
井
益
久
学

長
と
、
玉
井
浩
二
院
友
会
常
務
理
事

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
、

校
長
に
就
任
し
た
11
人
の
院
友
の
う

ち
総
会
に
参
加
し
た
２
人
の
高
等
学

校
長
の
紹
介
、
大
学
役
教
職
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

　

審
議
で
は
、橋
本
会
長
が
提
案
し

た
同
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、高
等

学
校
以
外
の
校
長
や
管
理
職
の
院
友

教
員
も
参
加
し
た
組
織
へ
の
拡
充

や
、院
友
校
長
同
士
の
情
報
共
有
、会

報
の
発
行
な
ど
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
し
て
、
平

成
25
年
度
会
計
報
告
、
平
成
25
年
度

教
職
採
用
状
況
の
報
告
、
平
成
26
年

度
入
学
試
験
の
状
況
報
告
が
そ
れ
ぞ

れ
な
さ
れ
閉
会
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
会
場
を
若
木
タ

ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

５
月
24
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
を
会
場
に

し
て
、
平
成
26
年
度
院
友
会
支

部
長
会
議
お
よ
び
院
友
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
同
ホ
テ

ル
「
平
安
」
で
行

わ
れ
た
支
部
長
会

議
に
は
、
全
国
59

の
院
友
会
支
部
と

４
つ
の
協
力
団
体

か
ら
支
部
長
ら
が

集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
佐

藤
早
苗
院
友
会
副

会
長
（
昭
33
卒
・

66
期
文
）
か
ら
開

会
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
続
い
て
、
𠮷

田
茂
穗
同
会
長

（
昭
40
卒
・
73
期

政
経
、
昭
41
修
・

74
期
神
専
攻
）
が

あ
い
さ
つ
、
来
賓

と
し
て
赤
井
益
久
学
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
担

当
者
か
ら
入
試
状
況
や
就
職
状

況
な
ど
に
関
す
る
報
告
が
な
さ

れ
、
本
部
か
ら
の
報
告
、
意
見

交
換
へ
と
続
い
た
。

　

支
部
長
会
議
終
了
後
の
午
後

５
時
か
ら
は
、
会
場
を
同
ホ
テ

ル
「
飛
天
」
に
移
し
、
上
野
誠

奈
良
大
学
文
学
部
教
授
（
昭
59

卒
・
92
期
文
、
昭
61
修
・
94
期

博
前
文
、
平
２
修
・
98
期
博
後

文
）
に
よ
る
講
演
『
万
葉
び
と

と
の
対
話　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

な
か
で
』
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
午
後
６
時

か
ら
院
友
大
会
が
開
催
さ
れ
、

佐
藤
院
友
会
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
𠮷
田
同

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
赤
井
学
長

の
祝
辞
と
続
い
た
。

　

𠮷
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
こ
の
大
会
が
、
若
い
院
友

へ
つ
な
げ
て
行
く
架
け
橋
と
な

る
べ
く
、
今
ま
で
以
上
に
参
加

者
を
募
っ
て
い
き
た
い
。
今
日

は
世
代
を
超
え
て
大
い
に
語
り

合
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
院
友
会
長
賞
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
院
友
の
部
で

は
昨
年
11
月
に
文
化
功
労
者
に

選
ば
れ
た
、
本
学
名
誉
教
授
で

歌
人
・
日
本
芸
術
院
会
員
の
岡

野
弘
彦
氏
（
昭
23
卒
・
56
期
学

部
）
に
、
学
生
の
部
で
は
今
年

３
月
に
卒
業
し
、
厚
生
労
働
省

総
合
職
に
採
用
さ
れ
た
宮
崎
菜

摘
氏
（
平
25
卒
・
122
期
法
）

に
、
𠮷
田
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
ま
で
院
友
会

支
部
長
と
し
て
組
織
の
活
性
化

に
努
め
、
今
年
度
勇
退
し
た
7

人
の
元
支
部
長
に
感
謝
の
楯
が

贈
呈
さ
れ
、
当
日
出
席
し
た
佐

藤
同
会
副
会
長
（
東
京
都
23

区
）
と
狩
俣
恵
一
氏
（
沖
縄

県
、
昭
51
卒
・
84
期
文
、
昭
和

54
修
・
87
期
博
前
文
、
昭
57
修

・
90
期
博
後
文
）
に
会
場
か
ら

多
く
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
、
懇
談

へ
と
移
っ
た
。
懇
談
中
壇
上
で

は
、
全
学
応
援
団
、
吹
奏
楽

部
、
ド
リ
ル
競
技
部
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｓ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
た
。

　

会
の
後
半
で
は
学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
贈
呈
式
も
行
わ

れ
、
学
術
部
門
と
し
て
母
校
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
事
業
に
、
ス

ポ
ー
ツ
部
門
と
し
て
陸
上
競
技

部
、
硬
式
野
球
部
、
柔
道
部
に

そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、
最
後
は

全
員
で
校
歌
斉
唱
。
午
後
８
時

に
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

オ
ー
ル
国
学
院
を
声
高
ら
か
に

平
成
26
年
度

院
友
会
支
部
長
会
議
・
院
友
大
会

学
生
団
体
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

懇
親
会
終
了
後
、全
員
で
記
念
撮
影

院友校長の絆を深める
平成26年度 全国院友高等学校長会

催
す
る
こ
と
（
９
月
）
や
、
10

月
に
本
部
主
催
『
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
』
を
実
施
」
す
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、
予
算

案
な
ど
と
と
も
に
上
程
、
全
て

承
認
さ
れ
た
。

　

会
長
・
副
会
長
選
出
で
は
、

会
長
の
佐
野
睦
仁
氏
と
、
副
会

長
の
髙
島
佳
代
子
氏
の
再
任
・

三
竹
俊
彦
氏
の
新
任
が
上
程
、

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
会
計
監

査
に
、
吉
田
正
臣
氏
と
廣
瀬
智

子
氏
、
杉
﨑
正
彦
氏
の
再
任
が

報
告
さ
れ
た
。

　

表
彰
で
は
、
昨
年
度
ま
で
副

会
長
を
３
年
務
め
た
前
島
正
氏

が
大
学
か
ら
、
昨
年
度
ま
で
３

年
連
続
支
部
長
を
務
め
た
中
山

斉
氏
（
栃
木
県
）、
黒
岩
昭
彦

氏
（
宮
崎
県
）
の
２
氏
が
若
木

育
成
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
総
会

は
午
後
４
時
30
分
ご
ろ
に
閉
会

し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
は
、
場

所
を
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
高
輪
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
」

に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
佐
野
会
長
、
赤
井
学
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
玉

井
浩
二
院
友
会
常
務
理
事
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
若
木

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
の
表
彰
（
関
連

記
事
８
面
参
照
）
が
行
わ
れ
、

針
本
正
行
副
学
長
・
文
学
部
教

授
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
懇
談

に
移
っ
た
。　

　

懇
談
の
途
中
に
は
、
若
木
チ

ャ
レ
ン
ジ
賞
各
受
賞
者
と
団
体

代
表
に
よ
る
活
動
紹
介
や
、
強

化
３
部
会
の
う
ち
、
陸
上
競
技

部
・
前
田
康
弘
監
督
、
硬
式
野

球
部
・
上
月
健
太
コ
ー
チ
、
柔

道
部
・
坂
本
大
記
監
督
が
、
各

部
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　

和
や
か
に
進
ん
だ
会
は
、
中

締
め
を
三
竹
副
会
長
が
務
め
、

午
後
７
時
30
分
に
お
開
き
と
な

っ
た
。

平成25年度指定寄付者一覧（敬称略）
寄付者名 寄付目的 寄付対象 寄付金額 寄付月日

清水 義一 奨学基金 国学院大学 10,000 平25.11.16
全国院友高等学校長会 会長　橋本 喜一 奨学基金 国学院大学 50,000 11.28
国学院大学院友経済会 会長　青木 宏之 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 100,000 11.28
国学院大学院友会 会長　吉田 茂穗 奨学寄付金（第17回全国高校生創作コンテスト） 国学院大学 100,000 11.29

国学院大学院友会 会長　吉田 茂穗 奨学寄付金（第９回地域の伝承文化に学ぶコン
テスト） 国学院大学 100,000 11.29

柴崎　芳雄 教育研究業績の振興 国学院大学 200,000 11.30
国学院大学中国学会 宋代文学研究会
幹事　井上　加菜 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 5,000 11.30

田村　 弘 教育研究施設設備充実資金 国学院大学
北海道短期大学部 500,000 12. ４

木村　純 奨学基金 国学院大学 20,000 12.19
中谷　和郎 奨学基金 国学院大学 1,000,000 12.24
石本 道明 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 100,000 12.25
国学院大学生活協同組合
理事長　長谷川 光一 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 200,000 平26. １.15

国学院大学院友会 会長　吉田 茂穗 奨学寄付金（第121期生卒業記念品制作） 国学院大学 600,000 １.31
加藤　元茂 教育研究施設設備充実資金（神殿関係釣太鼓修繕他） 国学院大学 1,000,000 ３. ５
経済学会長　尾近　裕幸 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 100,000 ３.12
経済学部専任会長　尾近　裕幸 奨学寄付金（東日本大震災被災学生支援金） 国学院大学 100,000 ３.12
東京都神社庁 庁長　松山 文彦 教育研究施設設備充実資金 国学院大学 350,000 ３.18

平井　正則 教育研究施設設備充実 国学院大学
北海道短期大学部 30,000 ３.20

後呂　壽道 教育研究施設設備充実 国学院大学
北海道短期大学部 30,000 ３.24

国学院大学院友神職会 会長
宮西　惟道

奨学寄付金（研究開発推進センター学術研究
資金、本学神道文化学部活動支援資金、ライシ
ャワー研究所をはじめとする国際学術交流資
金など）

国学院大学 6,500,000 ３.26

合　　　計 11,095,000

自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日
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文
化
庁
が
指
名
す
る
平
成
26

年
度
の
海
外
派
遣
型
「
文
化
交

流
使
」
に
、
金
春
（
こ
ん
ぱ

る
）
流
能
楽
師
の
山
井
綱
雄
氏

（
平
８
卒
・
104
期
文
）
を
含
め

た
８
人
が
指
名
さ
れ
、
４
月
28

日
に
霞
が
関
ビ
ル
東
海
大
学
校

友
会
館
（
千
代
田
区
）
望
星
の

間
で
、
文
化
交
流
使
指
名
書
交

付
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業

は
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
文

化
へ
の
理
解
や
日
本
と
諸
外
国

の
芸
術
家
・
文
化
人
等
の
連
携

協
力
を
促
進
し
、
国
際
文
化
交

流
の
進
行
を
図
る
た
め
、
平
成

15
年
に
は
じ
ま
っ
た
。

　

今
回
交
流
使
の
指
名
を
受
け

た
山
井
氏
は
、
能
楽
最
古
の
流

派
と
い
わ
れ
る
金
春
流
を
継
承

し
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
公
演
で
の

実
績
を
積
ん
で
い
る
。
同
氏
は

今
回
の
指
名
を
受
け
て
、
来
年

２
月
・
３
月
に
カ
ナ
ダ
、
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

能
の
所
作
や
謡
指
導
、
実
演
、

講
義
等
を
実
施
し
て
能
楽
の
普

及
・
振
興
を
行
う
予
定
。
ま
た

海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流

・
共
演
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
実
演
も
計
画
し
て
い
る
。

　

山
井
氏
は
、
国
内
外
で
の
活

躍
は
元
よ
り
、
本
学
在
学
中
に

自
身
が
結
成
し
た
能
楽
サ
ー
ク

ル
「
金
春
会
」
の
稽
古
指
導
を

継
続
す
る
な
ど
、
後
進
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

文
化
交
流
使
に
指
名
を
受

け
た
山
井
氏（
上
段
右
か
ら

２
番
目
）

　

院
友
の
高
等
学
校
長
で
組
織
さ
れ

て
い
る
院
友
高
等
学
校
長
会
（
会
長

・ 

橋
本
喜
一
和
洋
九
段
女
子
中
学

校
高
等
学
校
長
、〔
昭
46
卒
・
79
期

文
２
〕）
の
総
会
が
５
月
21
日
午
後

６
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ

ワ
ー
会
議
室
02
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
橋
本
会
長
か
ら

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
し

た
21
人
の
院
友
校
長
に
対
し
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
赤
井
益
久
学

長
と
、
玉
井
浩
二
院
友
会
常
務
理
事

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
、

校
長
に
就
任
し
た
11
人
の
院
友
の
う

ち
総
会
に
参
加
し
た
２
人
の
高
等
学

校
長
の
紹
介
、
大
学
役
教
職
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

　

審
議
で
は
、橋
本
会
長
が
提
案
し

た
同
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、高
等

学
校
以
外
の
校
長
や
管
理
職
の
院
友

教
員
も
参
加
し
た
組
織
へ
の
拡
充

や
、院
友
校
長
同
士
の
情
報
共
有
、会

報
の
発
行
な
ど
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
し
て
、
平

成
25
年
度
会
計
報
告
、
平
成
25
年
度

教
職
採
用
状
況
の
報
告
、
平
成
26
年

度
入
学
試
験
の
状
況
報
告
が
そ
れ
ぞ

れ
な
さ
れ
閉
会
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
会
場
を
若
木
タ

ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
に
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
国
学
院
大
学
厚
生
寮

　
夏
季
休
暇
や
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
ど
う
ぞ

　

長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
る
本
学
蓼
科
寮
は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

機
能
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
も
備
え
た
本
法
人
の
学
生
・
教
職
員
の
た
め

の
厚
生
施
設
。
白
樺
湖
や
蓼
科
牧
場
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
周

辺
に
は
美
術
館
や
温
泉
施
設
も
。
学
生
・
教
職
員
は
１
泊
２
食
２
５
０

０
円
と
格
安
（
利
用
限
度
３
泊
４
日
）。
院
友
（
卒
業
生
）・
教
職
員

は
、
本
学
叢
隠
寮
（
神
奈
川
県
箱
根
町
）
も
利
用
可
。
申
し
込
み
は
、

学
生
は
学
生
生
活
課
へ
。
院
友
・
教
職
員
は
、
人
事
課
へ
（
人
事
課
：

０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
０
５
／
学
生
生
活
課
：
０
３
・
５
４
６
６
・

０
１
４
５
）。

　

空
室
状
況
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可
能
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
戦
国
・
織
豊
期
の
古
文
書
」

　
―
第
10
回
国
学
院
大
学
学
び
へ
の
誘
い
―

　

展
示
史
料
は
『
太
田
道
灌
状
』『
織
田
信
長
朱
印
状
』『
羽
柴
秀
吉
直

書
』
な
ど
約
30
点
。
９
／
13
（
土
）
〜
９
／
23
（
火
・
祝
）
松
本
市
時

計
博
物
館
企
画
展
示
室
（
松
本
）、
10
／
４
（
土
）
〜
10
／
13
（
月
・

祝
）
と
き
め
い
と
（
新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
10
／
18
（
土
）

〜
11
／
８
（
土
）
国
学
院
大
学
博
物
館
（
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
課
へ
（
０
３

・
５
４
６
６
・
０
１
３
０
）。

　
公
開
古
典
講
座
（
源
氏
物
語
・
万
葉
集
）

　

７
／
23
（
水
）
〜
７
／
27
（
日
）
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
講
。『
源
氏
物
語
』
の
時
間
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
25
分
。
テ
ー
マ
は
「『
柏
木
』
巻
（
前
半
）
を

読
む
」、
講
師
は
、
針
本
正
行
本
学
文
学
部
教
授
ほ
か
。『
萬
葉
集
』
の

時
間
は
、
午
後
１
時
10
分
〜
午
後
４
時
５
分
。
テ
ー
マ
は
「『
巻
八
』

を
読
む
」、
講
師
は
辰
巳
正
明
文
学
部
教
授
ほ
か
。

　

伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座
（
東
京
・
大
阪
）

　

８
／
３
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
。

　

大
阪
で
は
、
７
／
21
（
月
・
祝
）
の
同
時
間
に
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー

ナ
大
阪
で
開
催
。

　

右
記
の
受
講
料
・
内
容
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。（
０
３
・
５
４
６
６
・
０
２
７
０
）

講
座
・
学
会
等
の
ご
案
内

　

第
２
回
学
内
合
同
企
業
説
明
会

　

７
／
２
（
水
）
午
後
２
時
〜
午
後
５
時
。
各
企
業
を
招
い
て
開
催
す

る
学
内
説
明
会
。
対
象
は
４
年
生
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
研
修

　

７
／
９
（
水
）
４
限
・
７
／
14
（
月
）
６
限
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
に
向
け
て
必
要
な
事
前
準
備
を
説
明
。
対
象
は
１
〜
３
年
生
。

　

夏
休
み
…
就
活
ど
う
す
る
!?
「
秋
採
用
対
策
に
今
動
く
！
」

　

７
／
16
（
水
）
４
限
。
秋
採
用
に
向
け
、
夏
季
休
暇
活
用
方
法
を
解

説
。
対
象
は
４
年
生
。

　

以
上
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
。
申
し
込
み
は
Ｋ
―
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

　

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
主

要
会
場
と
な
る
国
立
競
技
場
は

全
面
建
て
直
し
工
事
に
向
け
、

56
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

同
競
技
場
は
、
昭
和
33
年
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め

に
建
設
さ
れ
、
以
来
ス
ポ
ー
ツ

の
聖
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
。
５
月
31
日
に
は
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
『
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ａ
国
立
競
技
場
〝
Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
〞』
が

開
催
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
マ
ッ
チ
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
午
後
５
時
30

分
ご
ろ
に
は
、
航
空
自
衛
隊
第

11
飛
行
隊
（
通
称
：
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
）
が
華
麗
な
フ
ラ
イ

ト
を
披
露
。
昭
和
39
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
で
も
日

本
中
に
大
き
な
感
動
を
も
た
ら

し
た
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
、

50
年
の
時
を
経
て
、
再
び
東
京

の
空
を
舞
っ
た
。
本
学
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
も
、
多
く
の
人
が

一
直
線
に
の
び
た
美
し
い
飛
行

機
雲
を
目
に
焼
き
付
け
て
い

た
。

若
木
タ
ワ
ー
か
ら
見
た

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

国
立
競
技
場
56
年
の
歴
史
に
幕
…
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
も
見
送
る

法科大学院成績優秀者奨学生表彰式
今年度は９人に

　平成26年度法科大学院成績優秀者奨学生の
表彰式が、５月９日午後５時20分から百周年
記念館法科大学院院長室で行われ、武田誠法
科大学院長から表彰状が授与された。今年度

は９人が奨学生に選ばれ、そのうち４人が表
彰式に出席した。
　表彰式では、武田法科大学院長があいさつ
し、受賞者にそれぞれ祝福の言葉を贈るとと
もに、「次年度以降も継続して表彰されるよ
う、今後も勉学に励んで欲しい」とエールを
贈った。
　表彰者は以下のとおり。
河野充睦君（法務１）、栁田駿君（法務１）、
藤橋琢磨君（法務１）、矢田明則君（法務
１）、伊東勝志君（法務１）、東史織さん（法
務２）、芦川拓真君（法務２）、海老根大朗君
（法務２）、宮本和弥君（法務３）

表
彰
状
を
手
に
記
念
撮

影
す
る
受
賞
者
た
ち

　

本
学
で
は
５
月
か
ら
全
３
回

の
日
程
で
、
渋
谷
区
民
大
学
講

座
を
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー

ル
で
開
催
。
渋
谷
区
民
を
中
心

に
多
数
の
聴
講
者
が
来
場
し

た
。

　

第
1
回
は
、
５
月
31
日
午
前

10
時
30
分
か
ら
、「
百
敲
と
鯵

の
た
た
き　

法
律
家
と
し
て
の

徳
川
吉
宗　

」と
題
し
、高
塩
博

法
学
部
教
授
が
、
第
２
回
は
６

月
７
日
午
前
10
時
30
分
か
ら

「
住
宅
す
ご
ろ
く
の「
あ
が
り
」

の
先
に　

高
齢
期
の
人
口
移
動

　

」
と
題
し
、
田
原
裕
子
経
済

学
部
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演

し
た
。
第
３
回
は
14
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
「
熊
野
那

智
参
詣
曼
荼
羅
を
読
む
」
と
題

し
、
三
橋
健
神
道
文
化
学
部
元

教
授
が
講
義
を
担
当
す
る
。

　

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
渋

谷
学
」
を
中
心
に
、
地
元
で
あ

る
渋
谷
を
考
え
る
様
々
な
連
携

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
今
年

度
か
ら
は
そ
れ
を
「
区
民
大
学

講
座
」
と
し
て
集
約
。
渋
谷
区

と
連
携
し
、
本
学
の
持
つ
学
術

資
産
を
地
域
住
民
へ
還
元
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

来
年
１
月
10
日
（
土
）
に
は
、

渋
谷
駅
前
の
複
合
商
業
施
設「
渋

谷
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
ｅ
（
ヒ
カ
リ

エ
）
」
で
地
域
連
携
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
だ
。

講
演
す
る
田
原
教
授

渋
谷
区
民
大
学
講
座
を
開
催

平
成
26
年
度 

若
木
育
成
会
総
会

今
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定

　

在
学
生
の
保
護
者
な
ど
で
組

織
さ
れ
る
国
学
院
大
学
若
木
育

成
会
（
佐
野
睦
仁
会
長
）
の
第

35
回
全
国
支
部
長
懇
談
会
と
第

44
回
本
部
総
会
が
、
５
月
17
日

に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

　

全
国
支
部
長
懇
談
会
は
、
午

前
11
時
か
ら
若
木
タ
ワ
ー
会
議

室
02
で
、
佐
野
会
長
は
じ
め
本

部
三
役
、
全
国
の
各
支
部
長
ら

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
懇
談

会
で
は
は
じ
め
に
校
友
課
か

ら
、
支
部
運
営
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
昼
食
後
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
支
部
活
動

の
活
性
化
や
現
状
の
問
題
点
を

中
心
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
特
色
あ
る
支
部
の
活
動
な

ど
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
や
意

見
交
換
を
行
い
、
午
後
２
時
ご

ろ
終
了
し
た
。

　

本
部
総
会
は
、
午
後
２
時
30

分
か
ら
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、
本
部
役

員
と
各
支
部
長
、
赤
井
益
久
学

長
ほ
か
本
学
役
教
職
員
が
出
席

し
開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
佐

野
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
の

に
続
い
て
赤
井
学
長
が
、
同
会

か
ら
の
日
ご
ろ
の
物
心
両
面
に

わ
た
る
支
援
や
、
被
災
学
生
支

援
へ
の
協
力
に
対
す
る
感
謝
の

意
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
慣
例

に
よ
り
佐
野
会
長
を
議
長
に
選

任
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
25
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
･
会
計
監

査
報
告
が
、
全
て
承
認
さ
れ
た

後
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
と

し
て
、
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
成
績
に
関

す
る
個
人
面
談
を
中
心
と
し
た

『
秋
季
成
績
等
相
談
会
』
を
開

催
す
る
こ
と
（
９
月
）
や
、
10

月
に
本
部
主
催
『
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
』
を
実
施
」
す
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、
予
算

案
な
ど
と
と
も
に
上
程
、
全
て

承
認
さ
れ
た
。

　

会
長
・
副
会
長
選
出
で
は
、

会
長
の
佐
野
睦
仁
氏
と
、
副
会

長
の
髙
島
佳
代
子
氏
の
再
任
・

三
竹
俊
彦
氏
の
新
任
が
上
程
、

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
会
計
監

査
に
、
吉
田
正
臣
氏
と
廣
瀬
智

子
氏
、
杉
﨑
正
彦
氏
の
再
任
が

報
告
さ
れ
た
。

　

表
彰
で
は
、
昨
年
度
ま
で
副

会
長
を
３
年
務
め
た
前
島
正
氏

が
大
学
か
ら
、
昨
年
度
ま
で
３

年
連
続
支
部
長
を
務
め
た
中
山

斉
氏
（
栃
木
県
）、
黒
岩
昭
彦

氏
（
宮
崎
県
）
の
２
氏
が
若
木

育
成
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
総
会

は
午
後
４
時
30
分
ご
ろ
に
閉
会

し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
は
、
場

所
を
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
高
輪
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
」

に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
佐
野
会
長
、
赤
井
学
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
玉

井
浩
二
院
友
会
常
務
理
事
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
若
木

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
の
表
彰
（
関
連

記
事
８
面
参
照
）
が
行
わ
れ
、

針
本
正
行
副
学
長
・
文
学
部
教

授
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
懇
談

に
移
っ
た
。　

　

懇
談
の
途
中
に
は
、
若
木
チ

ャ
レ
ン
ジ
賞
各
受
賞
者
と
団
体

代
表
に
よ
る
活
動
紹
介
や
、
強

化
３
部
会
の
う
ち
、
陸
上
競
技

部
・
前
田
康
弘
監
督
、
硬
式
野

球
部
・
上
月
健
太
コ
ー
チ
、
柔

道
部
・
坂
本
大
記
監
督
が
、
各

部
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　

和
や
か
に
進
ん
だ
会
は
、
中

締
め
を
三
竹
副
会
長
が
務
め
、

午
後
７
時
30
分
に
お
開
き
と
な

っ
た
。

総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

佐
野
会
長

　

平
成
26
年
度
若
木
育
成
会
福
井
県
支

部
の
集
い
が
、
５
月
31
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
ホ
テ
ル
エ
コ
ノ
福
井
駅
前
で
開

催
さ
れ
た
。
福
井
県
の
会
員
17
人
の
う

ち
６
組
８
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま

ず
、
中
島
弘
之
支
部
長
の
進
行
に
よ
り

支
部
総
会
が
開
か
れ
た
。
開
会
の
言
葉

と
支
部
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
平
成
25

年
度
事
業
報
告
、同
収
支
決
算
、監
査
報

告
、
役
員
の
改
選
、
平
成
26
年
度
事
業

計
画
・
平
成
26
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、

閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
引

き
続
き
、
大
学
と
の
懇
談
に
移
り
、
宮

内
靖
彦
法
学
部
長
・
教
授
に
よ
る
小
講

演
「
国
際
法
の
発
展
傾
向
か
ら
見
た
最

近
の
状
況
」
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
い
さ
さ

か
堅
苦
し
い
題
目
で
は
あ
っ
た
が
、
最

近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
話
題
に
上
る
安
全

保
障
の
話
や
、
捕
鯨
を
例
に
「
自
国
の

利
益
の
み
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

国
際
社
会
に
と
っ
て
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
う
視
点
か
ら
理
論
展
開
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
通
用
し
な
い
」
と
い
っ
た
話

が
、
宮
内
学
部
長
独
特
の
優
し
い
口
調

で
語
ら
れ
た
。
保
護
者
ら
は
、
報
道
番

組
の
解
説
を
聴
く
よ
う
な
面
持
ち
で
熱

心
に
受
講
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
宮
内

学
部
長
か
ら
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
、

職
員
か
ら
は
、
成
績
や
就
職
、
学
生
生

活
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の

後
は
個
別
面
談
に
移
り
、
成
績
表
を
見

な
が
ら
、
保
護
者
は
学
修
状
況
や
出
席

状
況
に
つ
い
て
質
問
を
繰
り
か
え
し
て

い
た
。
続
く
懇
親
会
で
も
、
話
題
は
、

専
ら
ご
子
女
の
こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

既
読
マ
ー
ク
に
一
喜
一
憂
す
る
保
護
者

の
思
い
が
切
実
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
面
倒
く
さ
が
ら
ず
、

保
護
者
の
方
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
そ
の

都
度
ご
返
事
し
ま
し
ょ
う
。

　

翌
６
月
１
日
に
は
、
岐
阜
県
支
部
の

集
い
が
午
後
１
時
か
ら
岐
阜
キ
ャ
ッ
ス

ル
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
岐
阜
県
の
会

員
は
23
人
。
う
ち
10
組
13
人
が
出
席
さ

れ
た
。
支
部
総
会
で
は
、
議
事
に
先
立

ち
出
席
者
全
員
が
自
己
紹
介
を
行
っ

た
。
次
い
で
事
業
報
告
と
会
計
報
告
、

役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
議
事
の
中
で
、

黒
田
正
直
支
部
長
か
ら
、
10
月
に
開
催

さ
れ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
」
に
つ

い
て
の
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
、
ご
家

族
も
含
め
て
交
通
費
の
一
部
を
補
助
す

る
の
で
、
多
数
の
参
加
者
を
願
う
と
い

う
熱
心
な
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
続
く

大
学
と
の
懇
談
も
前
日
同
様
進
行
し
、

個
別
面
談
と
1
年
生
の
グ
ル
ー
プ
面
談

を
以
っ
て
若
木
育
成
会
岐
阜
県
支
部
の

集
い
は
終
了
し
た
。

　

両
県
の
支
部
の
集
い
は
、
両
日
と
も

滞
り
な
く
終
了
し
、
面
談
を
終
え
た
保

護
者
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。
改
め
て
直
接
対
話
す
る
こ

と
の
大
切
さ
と
、
ご
家
庭
と
大
学
と
の

連
携
の
重
要
さ
を
感
じ
た
２
日
間
で
あ

っ
た
。

（
教
学
事
務
部
教
務
課
課
長
補
佐
・　

川
島
富
貴
子
）

小講演を行う宮内法学部長（福井県支部）

大学の現状などを報告若木育成会支部の集いルポ①
福井県支部 ５月31日　ホテルエコノ福井駅前
岐阜県支部 ６月  1日　岐阜キャッスルイン



　

４
月
27
日
、
本
学
相
模
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

た
首
都
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

主
催
平
成
26
年
度
首
都
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
春
季
リ
ー
グ
戦
・
男
子

1
部
で
、
本
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
が
２
位
の
成
績
を
残
し
た
。

初
戦
の
文
教
大
学
、
第
２
戦
の
東

京
経
済
大
学
に
敗
れ
た
も
の
の
、

続
く
順
天
堂
大
学
に
５　

０
、
専

修
大
学
に
４　

１
と
快
勝
。
最
終

戦
の
東
海
大
学
で
は
３　

２
と
接

戦
を
も
の
に
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
10
日
・
11
日
に
は

サ
ニ
ー
コ
ー
ト
（
千
葉
県
白
子

町
）
で
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
主
催
の
平
成
26
年
関
東
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
リ
ー
グ
戦
が

開
催
さ
れ
、
同
部
・
男
子
が
２
部

３
位
と
な
っ
た
。
初
戦
の
相
手
と

な
っ
た
東
洋
大
学
に
は
善
戦
す
る

も
一
歩
及
ば
ず
２　

３
で
勝
ち
点

を
逃
し
た
。
し
か
し
、
続
く
日
本

大
学
に
は
５　

０
で
快
勝
。
第
３

戦
の
立
教
大
学
と
第
４
戦
の
順
天

堂
大
学
に
勝
利
し
、
最
終
戦
へ
。

事
実
上
の
優
勝
決
定
戦
と
な
っ
た

東
海
大
学
と
の
戦
い
は
惜
し
く
も

２　

３
で
破
れ
、
最
終
的
に
勝
ち

点
で
３
位
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
同
部
所
属
の
齋
藤
翔
一

君
（
史
２
）
と
宮
城
利
紀
君
（
神

文
１
）
の
ペ
ア
が
同
リ
ー
グ
戦
全

て
の
試
合
に
勝
利
し
全
勝
賞
を
獲

得
。
女
子
は
、
首
都
リ
ー
グ
３
部

で
２
位
。
関
東
リ
ー
グ
７
部
で
２

位
の
成
績
を
残
し
た
。
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決 

定
成 績 優 秀 者 奨 学 生 52 人
入試成績優秀者奨学生 ６人

　

国
学
院
大
学
は
、
平
成
26
年

度
の
成
績
優
秀
者
奨
学
生
な
ら

び
に
入
学
試
験
成
績
優
秀
者
育

英
制
度
奨
学
生
を
発
表
し
た
。

成
績
優
秀
者
に
は
、
文
学
部
か

ら
21
人
、
経
済
学
部
か
ら
９

人
、
法
学
部
か
ら
９
人
、
神

道
文
化
学
部
か
ら
６
人
、
人

間
開
発
学
部
か
ら

７
人
の
合
計
52
人

が
決
ま
っ
た
。
ま

た
、
入
学
試
験
成

績
優
秀
者
育
英
制

度
奨
学
生
に
は
、

文
学
部
が
２
人
、

神
道
文
化
学
部
が

１
人
、
人
間
開
発

学
部
が
３
人
の
合

計
６
人
が
選
ば
れ

た
。

　

表
彰
式
は
、
文

学
部
・
経
済
学
部

・
法
学
部
・
神
道

文
化
学
部
が
６
月

５
日
午
後
５
時
か

ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
会
議
室
02
で
、

人
間
開
発
学
部
は

同
11
日
（
水
）
に

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
３

３
１
２
会
議
室
で
行
わ
れ
る
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
表
彰
式

で
、
赤
井
益
久
学
長
は
、
皇
典

講
究
所
設
立
の
告
諭
と
論
語
の

一
節
を
引
用
し
、「
成
績
だ
け

が
良
い
人
間
で
は
な
く
、
己
に

厳
し
く
、
周
囲
の
人
を
思
い
や

り
、
影
響
を
与
え
る
生
き
方
を

し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。
続
い
て
、
奨
学
生
そ
れ
ぞ

れ
に
各
学
部
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

授
与
終
了
後
、
入
学
試
験
成

績
優
秀
者
育
英
制
度
奨
学
生
の

３
人
と
成
績
優
秀
者
奨
学
生
を

代
表
し
て
風
早
康
惠
さ
ん
（
神

文
３
）
が
謝
意
と
今
後
の
抱
負

を
述
べ
た
。
入
学
試
験
成
績
優

秀
者
育
英
制
度
奨
学
生
の
川
勝

雄
太
君
（
史
１
）
は
「
両
親
に

少
し
恩
返
し
が
で
き
た
。
能
力

を
高
め
、
よ
い
教
員
を
目
指
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
風
早
さ

ん
は
、「
大
学
で
得
た
縁
と
運

に
あ
り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち

を
忘
れ
ず
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
宮
内
靖
彦
法
学
部

長
・
教
授
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
見
聞
を
広
め
、
深
く
広
く
世

の
中
を
知
り
考
え
る
こ
と
を
心

が
け
て
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と

学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

奨
学
生
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
赤
井
学
長

　５月18日、五月晴れのたまプラ
ーザキャンパスでは国学院大学体育
連合会主催による、第53回若木体
育祭が開催され、部会やサークルな
どの所属者を中心に、多くの学生が
参加した。
　午前９時に体育館で開会式が行わ
れ、体育連合会顧問の紺井博則経済
学部教授、佐藤長門学生部長・文学部教授、若木体育祭実行委員会委員長
の小田部大樹君（日文４）があいさつした。
　午前10時からは、グラウンド、体育館アリーナＡ・Ｂ、剣道場、柔道
場の５会場でフットサルやバレーボール、腕相撲など12競技で熱戦が繰
り広げられた。各競技に入賞したチームや個人には豪華賞品が準備されて
おり、競技参加者はもちろん、応援の歓声にも熱がこもる。参加者には全
員に参加賞が配られ、競技後のスポーツハイと共に大きな満足感も得てい
た。
　正午からの昼休みには、吹奏楽部の演奏とドリル競技部ＳＥＡＬＳのソ
ングリーディングが披露。また競技終了後の午後４時頃には全学応援団に
よるリーダー公開が行われ、体育祭に参加した学生から温かい拍手が送ら
れた。

応
援
に
も
思
わ
ず
力
が

（
腕
相
撲
）

五月晴れの下、開催される
若木体育祭第53回

　

国
学
院
大
学
硬
式
野
球
部

は
、
東
都
大
学
野
球
１
部
春
季

リ
ー
グ
（
４
月
７
日
〜
５
月
29

日
）
で
、
７
勝
４
敗
・
勝
ち
点

３
と
健
闘
し
２
位
に
入
っ
た
。

優
勝
は
、
勝
ち
点
４
の
亜
細
亜

大
学
で
、
戦
後
初
の
６
季
連

続
。

　

本
学
は
、
初
戦
の
中
央
大
学

戦
で
勝
ち
点
を
落
と
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
外
は
接
戦
を
物
に

し
て
着
実
に
勝
ち
点
を
積
み
重

ね
た
。
最
終
週
の
亜
細
亜
大
学

と
の
対
戦
を
前
に
一
時
は
首
位

に
立
っ
た
が
、
直
接
対
決
を
１

勝
２
敗
で
落
と
し
、
惜
し
く
も

優
勝
を
逃
し
た
。

　

投
手
陣
で
は
、
初
め
て
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
た
左
腕
・

田
中
大
輝
君
（
史
４
）
ら
４
年

生
が
活
躍
。
昨
年
活
躍
し
た
杉

浦
稔
大
氏
（
現
東
京
ヤ
ク
ル

ト
、
平
26
卒
・
122
期
日
文
）
ら

の
抜
け
た
穴
を
埋
め
た
。

　

野
手
陣
で
は
、
主
将
で
、
不

動
の
先
頭
打
者
と
し
て
活
躍
し

た
山
下
幸
輝
君
（
経
ネ
２
）
と

満
票
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば

れ
、
打
率
同
リ
ー
グ
２
位
の
小

木
曽
亮
君
（
外
野
手
・
初
、
健

体
４
）
の
１
・
２
番
コ
ン
ビ
が

チ
ー
ム
を
牽
引
。
２
度
の
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
演
じ
る
な
ど
打
線

に
粘
り
強
さ
が
出
て
き
た
。
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
に
は
、
佐
々
木
駿

君
（
捕
手
・
初
、
日
文
４
）
山

下
君
（
三
塁
手
・
初
）
柴
田
竜

拓
君
（
遊
撃
手
・
２
回
目
、
経

２
）
が
選
出
。
選
出
者
数
で
は

同
リ
ー
グ
最
多
で
あ
っ
た
。

優
勝
に
あ
と
一
歩  

悔
し
い
２
位

東
都
１
部
春
季
リ
ー
グ

硬
式
野
球
部

４
勝
を
あ
げ
た
田
中
君

関東学生ソフトテニス
春季リーグで３位

ソフトテニス部・男子

大
会
を
終
え
、

記
念
撮
影
す
る
学
生

学
生
団
体・

個
人
の
成
績

◎
陸
上
競
技
部
＝
第
93
回
関
東

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
（
主
催
・
関
東
学
生
陸
上
競

技
連
盟
）
が
５
月
16
日
か
ら
25

日
ま
で
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公

園
陸
上
競
技
場
と
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
、
男
子
２
部
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
決
勝
で
湯
川
智

史
君
（
経
営
４
）
が
６
位
入

賞
。
男
子
２
部
１
１
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
決
勝
で
松
永
晃
雅
君
（
健

体
２
）
が
５
位
入
賞
を
果
た
し

た
。

◎
柔
道
部
＝
平
成
26
年
度
東
京

学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
63

回
女
子
25
回
）
が
５
月
25
日
に

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
同
部

は
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。
こ
の

結
果
、
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝

大
会
（
男
子
63
回
女
子
23
回
）

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

◎
剣
道
部
＝
第
60
回
関
東
学
生

剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
・
関

東
学
生
剣
道
連
盟
）
が
５
月
11

日
に
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

入
江
洋
平
君
（
経
ネ
３
）
が
、

４
回
戦
で
敗
退
し
た
が
、
全
日

本
出
場
決
定
戦
で
勝
利
し
、
第

62
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

◎
卓
球
部
＝
平
成
26
年
度
春
季

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
（
主
催
・

関
東
学
生
卓
球
連
盟
）
が
５
月

13
日
、
15
日
、
16
日
に
所
沢
市

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子

は
、
所
属
す
る
２
部
で
２
勝
３

敗
の
４
位
、
女
子
は
所
属
す
る

２
部
で
３
勝
２
敗
の
３
位
だ
っ

た
。

◎
相
撲
同
好
会
＝
第
93
回
東
日

本
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
（
主

催
・
公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲

連
盟
）
が
６
月
８
日
に
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
、
同
部
は
団
体

Ｃ
ク
ラ
ス
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
武
刀

会
＝
第
６
回
田
邊
杯
争
奪
戦
大

会
（
主
催
・
公
益
社
団
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協

会
）
が
５
月
18
日
に
静
岡
市
由

比
体
育
館
で
行
わ
れ
、
神
戸
昇

汰
君
（
法
２
）
が
小
太
刀
初
段

の
部
で
優
勝
。
内
藤
洋
平
君

（
法
３
）
が
短
刀
の
部
で
優

勝
。
石
光
大
生
君
（
法
３
）
が

槍
の
部
で
準
優
勝
を
果
た
し

た
。

　

５
月
３
日
・
４
日
、
渋
谷
区
代
官
山
坂
で
行
わ

れ
た
「
第
９
回
ひ
ま
わ
り
ガ
ー
デ
ン
代
官
山
坂
」

に
、
秦
信
行
経
済
学
部
教
授
・
田
原
裕
子
同
教
授

と
ゼ
ミ
生
、
相
撲
同
好
会
の
学
生
た
ち
が
参
加
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
18
年
に
街
の
中
心

地
に
あ
る
代
官
山
坂
の
中
央
分
離
帯
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
主
催

は
ひ
ま
わ
り
ガ
ー
デ
ン
代
官
山
坂
実
行
委
員
会
、

共
催
に
は
代
官
山
ス
テ
キ
な
街
づ
く
り
協
議
会
な

ど
多
数
の
団
体
や
企
業
が
加
わ
っ
て
い
る
。
本
学

は
、
法
人
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
代
官
山
ス
テ
キ
総
合
研
究
所
の
活
動
の
一
環
と

し
て
参
加
し
た
。

　

会
場
は
、
本
学
か
ら
徒
歩
で
15
分
ほ
ど
の
距

離
に
あ
る
渋
谷
区
代
官

山
町
14
付
近
。
当
日
は

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
午

後
１
時
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
活
動
に
は
、
大
勢

の
関
係
者
や
地
域
住
民

な
ど
が
参
加
し
た
。
本

学
の
学
生
た
ち
は
、
参

加
者
の
受
付
や
誘
導
、

種
付
け
の
手
伝
い
な
ど

を
行
っ
た
。
種
が
蒔
か

れ
た
一
帯
は
、
夏
に
は

「
ひ
ま
わ
り
ガ
ー
デ
ン
」

と
し
て
開
放
さ
れ
地
域

住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
予
定
だ
。

　

国
学
院
大
学
若
木
育
成

会
が
、
学
業
・
ス
ポ
ー
ツ

・
社
会
貢
献
等
で
成
果
を

上
げ
た
団
体
・
個
人
を
顕

彰
す
る
平
成
25
年
度
「
若

木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
の
表

彰
式
が
、
５
月
17
日
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高

輪
の
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
で

開
催
さ
れ
た
同
会
本
部
総

会
懇
親
会
の
席
で
行
わ
れ

（
関
連
記
事
別
掲
）、
そ

れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
奨
励

賞
金
が
贈
ら
れ
た
。
表
彰

者
お
よ
び
団
体
、
テ
ー
マ

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

《
個
人
の
部
》　
　
　
　
　
　

�

（
学
年
は
応
募
当
時
）

◆
右
寺
悠
城
（
健
体
３
）
▽
中

学
野
球
指
導
を
通
し
て
の
人
間

開
発
の
実
感
◆
中
村
大
輝
（
初

教
３
）
▽
東
日
本
大
震
災
被
災

地
に
お
け
る
復
興
支
援
活
動
と

防
災
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
◆
高
山
寛
（
法
３
）
▽
政

府
と
協
力
し
て
遺
骨
収
集
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営

《
団
体
の
部
》

◆
英
会
話
研
究
会
▽
Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ

ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
◆
絵
本
キ
ャ
ラ
バ

ン
▽
学
び
の
場
を
ひ
ら
く
「
絵

本
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
◆
金
子
良
太

ゼ
ミ
渡
邉
班
▽
会
計
事
務
所
に

お
け
る
真
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は

◆
体
育
連
合
会
水
泳
部
▽
水
泳

部
３
部
昇
格
ま
で
の
苦
悩
の
道

代官山でひまわりの種植え
～代官山連携事業～

３
人
・
４
団
体
が
受
賞

平
成
25
年
度 

若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

表彰式後の記念撮影に納まる受賞者たち

大
学
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
着
て
参
加
す
る

本
学
学
生
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